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２０２２年３月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１４日(月)、松山拠点放送局（ウェブ開催）

において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、前回の審議会での答申を受け「２０２２年度四国地方向け地域放送番組

編集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０２２年度四国地方

向け地域放送番組編成計画」について説明があった。続いて、事前に視聴してもらっ

た四国らしんばん「大災害に負けないまちに～四国で進む『事前復興』～」を含め、

放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、４月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  阿部 和孝  （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

      上月  康則 （徳島大学環境防災研究センター長） 

 小松 圭子  （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長）  

田井ノエル  (小説家) 

前本 千恵 （三浦工業株式会社  

ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）学芸員） 

三木千佳子 （徳島県邦楽協会会長） 

皆見 信博 （パラ卓球選手） 

村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜四国らしんばん「大災害に負けないまちに～四国で進む『事前復興』～」 

（総合 ３月４日(金)放送）について＞ 

 

○ 高知県黒潮町では、津波避難タワーが建設され、町役場や公営住宅などの高台移転

が進められていたほか、住民の備蓄食になる缶詰の工場も新設しており、減災に対す

る投資という面だけではなく、新しい産業と雇用の創出にもつながっていると感じた。
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役場の職員全員を町内６１のエリアに割りふり、住民の防災支援を行う地域担当制や、

住民一人一人に寄り添った「事前避難カルテ」の紹介からは、黒潮町の意気込みを感

じた。徳島県の取り組みとして、阿南市で開催されたワークショップが紹介されてい

たが、参加者が年配者ばかりだったことが気になった。各世代のさまざまな立場の人

が関わる環境づくりが大切ではないかと思った。所有者不明土地の問題では、松山局

の清永聡解説委員が「国はもう少し思い切った対策をとるべき」とコメントしていた

が、実際に現在議論されている対策案を紹介するなど、具体例を提示してほしかった。

俳優で香川県在住の木内晶子さんは、番組の内容に添った的確なコメントをしており、

好感を持った。 

 

○ 事前復興について、とてもよく整理された番組だった。防災に携わる行政や専門家

の間では強く認識されているが、一般にはあまり知られていない事前復興というテー

マで、番組を制作した視点がよいと思った。また、事前復興の大きな妨げになる所有

者不明土地の問題も取り上げられていてよかった。ただ、番組の中で、事前復興と防

災の違いがややあいまいになっていると思った。事前復興の紹介の中で、避難という

防災の話題を入れたために、視聴者の意識が事前復興から少し離れたのではないか。

また、事前復興にあたり、住民合意の重要性を伝えていたが、十分に理解してもらえ

るような情報提供が事前に必要だということもしっかりと紹介してほしかった。住民

の備蓄食になる缶詰工場設立の話題は、先進的な事例だと思った。今後も全国の地方

創生と事前復興を掛け合わせた取り組みを紹介し、未来のことを考える勇気を与えて

ほしい。 

 

○ 南海トラフ巨大地震が起きた際、全国で最大規模の３４メートルの津波が予想され

ている黒潮町では、津波避難タワーの設置や、役場の高台移転、缶詰工場の設立など

に５０億円を投資していた。災害が起きたあとは、迅速な復興が求められ、番組では

その課題として「住民の合意」と「所有者不明土地」を取り上げていた。これまで、

復興は行政が行うもので、住民は関わらないものだと思っていた視聴者も多いと思う。

改めて、復興には行政と住民が二人三脚で協力することが不可欠だと実感することが

できた。所有者不明土地の問題については、権利関係がこれほど複雑になっていると

は思わなかったため驚いた。災害が起こる前から所有者の確認を進め、備えることの

必要性がよく伝わる内容だった。全体を通し、災害後の復興は決してひと事ではない

のだと、考えるきっかけを視聴者に与えられるよい番組だった。 

 

○ 一人一人が災害について意識することが重要だと伝わってくる工夫がされており、

ひと事ではないと感じることのできる内容だった。全体を通して図解も丁寧で、とて

も分かりやすかった。黒潮町の地域担当制の取り組みは、他の地域でも参考にできそ
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うなおもしろいものだと感じた。アレルギーなどにも対応した事前避難カルテは、給

食センター長を勤めている宮地美さんならではの工夫だと感じた。他の担当者の取り

組みや、担当者全体での情報共有はどのようにしているのか、掘り下げた内容も見て

みたかった。阿南市のワークショップに参加した住民男性の「誰かがやってくれるん

じゃないかな、そんな難しいことは」「個人ではできるもんじゃない」ということばは、

同じように感じている多くの視聴者の胸に刺さったのではないか。ゲストの木内さん

の「備蓄はしてきたが、その後の生活までは考えられていなかった。個人がもっと大

きく考えていかなければならないと感じた」というコメントからは、これまでの対策

を次の段階に進めるべき時に来ていると実感することができた。ふだんからあまり考

えることのないテーマだったが、さまざまな地域や立場から危機感の感じられること

ばが随所にあり、共感しながら見ることができた。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回は、「事前復興」と「所有者不明土地」という、一般にはあま

りなじみのない切り口で番組を制作した。これまで、災害時にいか

に避難し、命を守るかという番組は多かったが、東日本大震災から

１１年を経て、被災後を見据えた生活の再建や、町の復旧・復興に

特化した番組はまだ少ないと感じている。「所有者不明土地」は、復

興が遅れる課題の一つとして提示したが、問題提起で終わってしま

った面もあり、対策の現状や課題にまで十分に踏み込めなかったと

いう反省点がある。 

 

○ 東日本大震災から１１年がたち、各自治体が震災を教訓にした事前復興や、数十年

以内に起きる可能性が高い南海トラフ巨大地震に備えて取り組んでいることを、一つ

一つ分かりやすく伝えていた。黒潮町では、津波避難タワーを町内７か所に設置して

いることが紹介されていたが、３４メートルの津波の予想に対して、タワーの高さが

２２メートルと紹介されていたことに違和感を覚えた。タワーの設置場所の標高など

説明があればよかった。役場職員による地域担当制の中で紹介された「事前避難カル

テ」は、一人一人の事情に応じた支援計画となっており、災害時に安心して避難でき

るよい取り組みだと感じた。他の自治体でも同じような取り組みがあればよいのでは

ないかと思った。清永解説委員は、事前復興に関し、よいことだけでなく、難しい面

もあることや、所有者不明土地の問題について、実体験を交えながら分かりやすく伝

えており、とてもよかった。ただ、全体を通し２６分の放送時間ではややもの足りな

いと感じた。特に所有者不明土地の問題は、改めて時間を割いて取り上げてほしい。 

 

○ ３月１１日が近づくと、災害の悲惨さを振り返る番組が多くなる中、今回の番組は、
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改めてどんな意識を持って防災に取り組んでいくべきか考えるヒントをたくさんもら

うことができる内容だった。これまで事前復興という考えはなじみがなかったが、よ

く理解することができた。事前復興に向けて行政がどのように動いているかを知るこ

とは、一人一人が自分の身の回りだけでなく、もっと大きな範囲で災害について考え、

備えるきっかけになると思う。今後もこうした取り組みを紹介してほしい。今回のよ

うに、広範囲にわたって地道に足を運んだ取材や、細かい点まで調べた番組制作は、

ＮＨＫならではの強みだと思う。これからも視聴者の意識を高めるような番組を制作

してほしい。 

 

○ 南海トラフ巨大地震だけでなく、豪雨による水害、それに伴う土砂災害など複数の

切り口で紹介があったことで、海沿いに住む視聴者だけでなく、多くの人が自分事と

して捉えることができたのではないか。常に災害への危機感を持ちながら生活するこ

とは難しい中、いかに災害とうまくつきあうのかを学ぶ視点が大切であると感じてい

るが、事前復興は、この点において重要な取り組みだと思う。徳島県のワークショッ

プで議論に上がっていた集落の高台移転は、大変難しい問題であるため、実際の事例

も今後番組で取り上げてほしい。所有者不明土地の問題は、清永解説委員も話してい

たように、制度的に強制力をもった思い切った措置をとらないと、今後ますます事態

を悪化させてしまうと感じた。判別作業も膨大であることが分かり、喫緊の課題であ

ることがよく伝わる内容だった。 

 

○ 南海トラフ巨大地震や豪雨被害に備えた四国の事前復興の取り組みを紹介するとと

もに、課題についても取り上げていた。黒潮町の地域担当制の取り組みは、職員が一

人一人の顔を見ることができ、住民にとっても非常に安心感のあるサポート体制だと

感心した。徳島県の事例からは、やはり行政と住民が協力することが不可欠であるこ

とがよく分かった。ワークショップの参加者は年配者ばかりだったが、若者が主導し、

高齢者はそれを支えるような仕組み作りが求められていると感じた。所有者不明土地

の問題は、スピード感を持った対応が難しいとうかがえるが、早く解決しなければ二

次災害にもつながると思った。この問題の解決につながりうる土地の登記や相続のデ

ジタル化についても、課題として別途取り上げてほしい。東日本大震災から１１年が

経過し、いろいろな課題が再度浮き彫りになっている中で、今回のようなテーマを取

り上げることで、私たち自身の防災意識を高める効果が十分あると思う。 

 

○ 清永解説委員の丁寧で適切な解説と、ゲストの木内さんの視聴者目線のコメントに

よって、理解しやすい内容となっていた。事前復興は、住民の防災意識の維持の重要

性や、復興計画作成に向けた住民参加の必要性、合意形成の難しさを明らかにしてい

た。中でも黒潮町では、津波避難タワーの建設、拠点施設の高台移転、備蓄食用の缶
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詰工場の新設などの整備が進められているとともに、地域担当制による住民への防災

支援が行われており、着実に事前準備が進められていることがよく分かった。所有者

不明土地の問題では、法整備の必要性を提起していた。番組としては、分かりやすく

よくできたものだったが、課題が多く、解決への道筋が見えづらいテーマだけに、視

聴後はやや消化不良のように感じた。また、今回のような先進地域の事例だけでなく、

四国全域での事前復興の取り組み状況や、進捗が遅れている自治体の課題なども、今

後取り上げてほしい。これからも視点を変えつつ、防災意識の向上につながる番組制

作を続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

 黒潮町には３４メートルの津波到達が予想されているにもかか

わらず、津波避難タワーが２２メートルであることについては、タ

ワーが設置されている町の中心部に到達する津波は、最大で１８メ

ートルと想定されており、２２メートルでも問題がないということ

だった。視聴者が疑問を抱かないよう、この説明を加えるべきだっ

た。２６分の番組としては盛り込みすぎた面もあったかと思う。も

っと演出を工夫する余地があったのではないのかと考えている。今

回の番組制作を通して、私たち自身も、防災に終わりはないという

ことを改めて感じた。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ２月２３日(水)に放送された「ゾノヒデ自転車しこく旅」(総合 前 10:05～10:48)

を視聴した。サッカー元日本代表の前園真聖さんと中田英寿さんが、愛媛県内の各地

に立ち寄りながらサイクリングを楽しむ企画で、リラックスしながら見ることができ

た。中でも、重信川沿いで雨上がりのサイクリングロードを走っている光景は、大変

美しく印象に残った。全体を通して、ほっこりとした前園さんと中田さんの２人の空

気感が表現されており、非常によい番組だった。今後も中田さんのように発信力のあ

る著名人に、四国の魅力を全国や世界にアピールするような番組を制作してほしい。 

 

○ ２月２５日(金)の軽四キャンピングカーがゆく「愛媛県東温市の旅」を視聴した。

このシリーズを初めて見たが、タイトルから期待していた通りのとても楽しい内容だ

った。訪れたスポットも、さまざまな分野にわたり、ふだんなかなか知る機会のない

情報も多く紹介され、県内在住の視聴者も新鮮で楽しめると思った。今回が最終回と

いうことで残念だ。 
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○ ２月２６日(土)のブラタモリ「高松～巨大な海城は町をどう発展させた？～」を視

聴した。タモリさんの地形や地質に関する知識の深さ、鋭い洞察力と推理力、軽妙な

トークなどがおもしろく、通常の旅番組とは違う魅力を感じさせてくれるところが気

に入っている。今回も期待にたがわず、日ごろ見慣れた風景が違って見えてくるよう

な新たな知識を得ることができた。高松市の中心部は、川の洪水により流入した土砂

でできた逆扇状地になっていることや、江戸よりも先に上水道が整備されていたこと、

栗林公園の造園は治水の目的もあり、現在もその防災効果が保たれていること、屋島

に築かれた屋嶋城は軍事目的で建てられたことなど、実際に見に行ったり、他人に話

したりしたくなる知識が盛りこまれていて、楽しく見ることができた。四国の放送局

でもこのような番組を制作してほしい。 

 

○ ２月２７日(日)の日曜美術館「大阪中之島美術館～蒐(しゅう）集もまた創作なり～」

を見た。現在、開館記念のコレクション展を開催中の大阪中之島美術館だが、新型コ

ロナウイルスの影響により行きたくても行けない人も多くいると思う。このようなと

きにしっかりと取り上げていてとてもよかった。内容も、建築の特徴やコレクション

の収集方針、注目作品についてなど、気になる情報が多岐にわたり、実際に足を運ん

だような気分になることができた。 

 

○ ３月４日(金)から１３日(日)まで開催された北京パラリンピックは、放送はされて

いたものの、オリンピックと比べ、生中継の競技が少ないうえ、放送時間も短く、非

常に残念に感じた。また、選手一人一人のこれまでの歩みの紹介をもう少し増やすほ

か、出場選手がどのような障害のクラスにいるのかという情報をもっと解説に加えれ

ば、視聴者の理解も深まり見やすくなるのではないかと感じた。 

 

○ 同じく北京パラリンピックを視聴し、オリンピックよりも放送時間が少ない点が気

になった。選手の障害のクラス分けについては、視聴するうえで大変興味深い点であ

るため解説を充実させてほしい。大会全体としてもっと注目されてもよいものだった

と思う。 

 

○ ３月６日(日)の「我が石鎚 輝く一瞬(とき)を 〜７９歳の写真家 冬に挑む〜」(総

合 前 8：00～8：25 愛媛県域)を視聴した。アマチュア写真家の三浦聖さん夫妻の愛

情が感じられるやり取りや、飼い猫の映像、家業の酒屋の場面など、細やかな部分か

ら楽しさや幸せを感じられた。一方、階段をのぼる何気ない映像からは、老いと向き

合いながら厳しさの中で挑戦を続けていることがよく伝わってきた。また、少しずつ

入るナレーションもとても効果的だと感じた。特に、最後の掛け合いからは、これか
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らも三浦さんの挑戦が続いていくことが感じられ、胸がいっぱいになった。三浦さん

の熱意と人柄がよく伝わるとともに、映像の美しさが相まって、大変満足できた番組

だった。 

 

○ ３月８日(火)の「ニュース シブ５時」を視聴した。農業の様子を動画投稿サイト

で配信する「農業ユーチューバー」が紹介されていた。中でも高知市在住のひろちゃ

んは、動画も分かりやすいうえ、高齢ながら毎日動画を配信しており、チャンネル登

録者数も１４万人を超えていると紹介されており驚いた。多くの視聴者は農業に接す

る機会が少ないと思うが、このような動画によって農業を身近に感じ、家庭菜園を始

めるなど、農業への関心を広げることにつながる企画だと思った。 

 

○ ３月１１日(金)のとさ金「南海地震に備えちょき～東日本大震災から１１年 高知

へのメッセージ～」を視聴した。今回は公開収録で、参加者と一緒に防災について考

える内容だった。東日本大震災の３人の被災者の体験をメモで整理し、会場の参加者

の意見も共有しながら進める番組の構成は、参加者が自分事として考えることができ、

よいものだった。被災者のことばや映像からは、町の風景が変わってしまったことを

改めて実感した。 

 

○ ３月１１日(金)のあわとく「“大杉隼平 徳島を撮る”～父が愛した徳島を見つめた

一年～」を視聴した。深刻な番組が多いこの時期、温かい気持ちになりながら見るこ

とができた。写真家の大杉隼平さんは徳島県出身ではないものの、外からの目線で徳

島のよいところを切り取ってくれていることが、写真の１枚１枚から伝わってきた。

物事に真剣に向き合い、切り開いていこうという思いを持っている人の写真からは、

強いメッセージが伝わり、自分も頑張ろうという気持ちになれた。今後もこのような

心がほっとする番組を制作してほしい。 

 

○ ３月１１日(金)のＮＨＫスペシャル「被災の海 未来をどう築くか」を視聴した。

海という観点から、震災によって引き起こされたさまざまな問題の現状が分かり、学

びの多い番組だった。特に、福島県沖の海産物の安全性について、実際にどのような

流れで規制値をクリアする状態になったのか納得できる内容だった。例年３月は、災

害をテーマにした番組が多くあるが、この番組はふだん見ることのできない海底の豊

富な映像資料や、地球という星の不思議という観点が交えられており、とても興味深

く見ることができた。 

 

○ 同じく３月１１日(金)のＮＨＫスペシャルを視聴した。震災関連の番組は悲しい気

持ちになるものが多い中、今回の番組は科学的に前を向けるような内容だった。東北
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の海に、震災前、震災後と何回も潜り、膨大なデータの中からその変化をとても分か

りやすく紹介しており、とても見応えがあった。 

 

○ ３月１４日(月)に「吉野川流域アンケート調査 “指定緊急避難場所”の認識３割

あまり」という徳島県のニュースがあり、興味深く視聴した。「避難場所」と「避難所」

の違いや、災害ごとに避難先が異なる点など、ニュースの背景にある防災上の問題を

整理し、改めて番組にしてほしい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２２年２月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２１日(月)、松山拠点放送局（ウェブ開催）

において、１０人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」について調査結果の報告があった。続いて、「２０２２年度国内放送番組編集

の基本計画」および「編成計画」についての報告があった。その後「２０２２年度四国

地方向け地域放送番組編集計画（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組

審議会として原案を可とする旨、答申することを決定した。続いて、事前に視聴しても

らった四国各局平日夕方６時台のニュース情報番組について活発に意見の交換を行った。 

最後に、３月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  阿部 和孝  （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

      上月  康則 （徳島大学環境防災研究センター長） 

 小松 圭子  （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長）  

田井ノエル  (小説家) 

前本 千恵 （三浦工業株式会社  

ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）学芸員） 

三木千佳子 （徳島県邦楽協会会長） 

皆見 信博 （パラ卓球選手） 

村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」について＞ 

 

○ 編集の重点事項の３点目「幅広い視聴者に応える、多彩で質の高いコンテンツを提

供」とあるが、若い世代にはテレビを持たない人もおり、今後も増えていくと考えら

れる。そのような中でも、コンテンツの中身によってはＮＨＫを視聴するということ

もあると思う。マーケティングをしっかり行い、ＮＨＫだからこそできる質の高いコ
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ンテンツを作っていくことが今後の生命線になると思う。その点において十分な取り

組みをお願いしたい。 

 

 

＜「２０２２年度四国地方向け地域放送番組編集計画（案）」について－諮問－＞ 

 

○ 災害時の報道体制の構築や、視聴者への情報提供に全力で取り組むと掲げられてお

り、取り組みとしては問題ないと思う。また、各局の地域事情に応じた特色もあり、

納得できる内容となっていると感じた。 

 

○ 四国４県で一体となり、番組制作や報道をしてほしい。四国の自然や文化だけでは

なく、四国で行われているＳＤＧｓに関わる取り組みも海外に向けて発信してほしい。

また、このような時代だからこそ、スポーツにはとても大きな力があると感じている。

各局とも、地域のスポーツを盛り上げるような放送に力を入れてほしい。 

 

○ 諮問された「２０２２年度四国地方向け地域放送番組編集計画（案）」については、

委員から出された意見の趣旨が具体的な番組編成のうえで生かされることを前提に、

番組審議会として原案を可とする答申をしたい。 

 

○ 異議なし。 

 

（ＮＨＫ側）      

答申を受け、このあと具体的な地域放送番組編成計画について決

定し、３月の審議会で説明したい。 

 

 

＜「ひめポン！」（総合 ２月１日(火)放送）について＞ 

 

○ 番組タイトルと、みかんを使ったロゴが親しみやすく好感を持てると感じている。

松山局の中澤輝アナウンサーと鈴村奈美キャスターからは誠実さが伝わってくるほか、

佐藤万里奈気象予報士は、明るく元気で、説明の内容やことばづかいなどから日々成

長が感じられる。新型コロナウイルスに関する話題が充実しており、どれも視聴者の

関心を引くものだった。松山城の初代城主・加藤嘉明の名前の読み方に関する視聴者

の疑問をとことん掘り下げるという「愛媛インサイト」の企画は、視聴者に寄り添う

地域の番組として意義のある取り組みだと思った。新型コロナウイルスの感染拡大に

より、夕方の在宅率が高まっているこの時期に、より多くの視聴者に番組を見てもら
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えるよう工夫を重ねてほしい。 

 

○ その日の最新のニュースから、地域の特集まで、明るくも軽すぎないバランスがち

ょうどよいと感じた。新型コロナウイルスに関しては、重症者数や病床使用率、年代

別の感染者数のデータがしっかりと示されており、不安をあおることのない伝え方で、

好感を持つことができた。中でも、松山市の公民館にスタッフが常駐し、ワクチン接

種の予約を代行しているというニュースがよかった。高齢者の中には予約の方法が分

からずに困っている人もいると聞く。このようなサービスに関する話題は、積極的に

伝えていってほしい。「丹がおじゃ町まーす」のコーナーで紹介された大洲市のハート

型のじゃこ天の話題は、丹友美リポーターが真鯉を抱いたときのリアクションが明る

く、とても楽しく視聴することができた。 

 

○ 全体を通してニュースと楽しい話題のバランスがよく、和やかに視聴できた。「わた

しの感染対策」で紹介されたオンライン農園の話題は、参加者の年代も幅広く、多く

の視聴者に関心を持ってもらえるテーマだったと思う。中澤アナウンサーのコメント

も前向きでよかった。「愛媛インサイト」の企画は、画面上に表示した二次元コードで

松山局のホームページにうまく誘導しており、ホームページに掲載されている補足情

報によってより理解を深めることができた。松山放送局のＳＮＳでも、調査状況が報

告されていたり、次回が楽しみになるような予告が掲載されていたりと工夫を感じた。

ただ、アコヤガイの大量死に関するニュースでは、新種のウイルスによって軟体部が

萎縮した個体と、正常な個体の比較画像にテロップが重なっており、見づらく残念だ

った。表示位置を工夫してほしい。 

 

○ 毎日の主要なニュースを取り上げつつ、各コーナーで身近な話題をバランスよく取

り上げる構成となっていて、地域の情報番組にふさわしい内容だと思った。「わたしの

感染対策」で紹介されたオンライン農園の話題は、外食や旅行など対面でのコミュニ

ケーションが難しいコロナ禍ならではの取り組みであり、１人暮らしの方の孤独感の

解消や、新たなコミュニティーの構築に寄与している好事例だと思った。「愛媛インサ

イト」の企画は、結論は出なかったものの、今後真実が明らかになるかもしれないと

いう歴史のロマンを感じることができ、楽しく視聴した。引き続き、地域に密着した

情報を視聴者に届けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

新型コロナウイルス関連のニュースは、どうすれば視聴者に関心

を持ち続けてもらえるか、感染対策の重要性を自分事としてとらえ

てもらえるかということを意識しながら伝えている。引き続き、視
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聴者の関心、期待に応えるべく、しっかりと時間を割いて放送し、

伝え方に工夫を重ねていきたい。「愛媛インサイト」の企画は、テレ

ビとインターネットの連携を強化していこうと今年１月から新たに

立ち上げた。インターネットの活用により、ふだんテレビをあまり

見ない若い世代にも、積極的に情報を届けていきたい。 

 

 

＜「こうちいちばん」（総合 ２月１日(火)放送）について＞ 

 

○ 県内で過去最多の新型コロナウイルス感染者数が報告されたこともあり、より丁寧

に報道しようと努めた結果だと思うが、冒頭で約８分間放送した内容を、番組後半に

も放送していたことが気になった。後半は一部編集し、内容を変えてもよかったので

はないか。「そうやったがや！あの日の高知」のコーナーでは、昭和３５年に放送され

た「日本風土記」の映像が紹介され、当時の様子がよく伝わり、関心を持って視聴す

ることができた。画面上の二次元コードから誘導される番組ホームページで、過去の

放送を見ることができるのもよかった。高知放送局開局９０周年事業と合わせ、今後

も楽しみにしたい。また、澤井明子気象予報士の天気予報マークの解説は分かりやす

かった。マークの意味を正しく知って、生活に役立ててもらおうという視点もよかっ

たと思う。視聴者からの情報提供や質問を募集するコーナーでは、視聴者とともに番

組を作っていくという姿勢が感じられてよかった。 

 

○ 新型コロナウイルスの感染者数や、病床使用率などの数字だけではなく、どんな状

態でり患したのか、どんな感染経路だったのかという情報にもっと時間を割いてほし

かった。放送当日は、感染者の６割以上が高知市在住者だったが、そのほかの市町村

では、１日に０人のこともある。それにも関わらず、県内全体の子どもたちの学校生

活に大きな影響が及んでいる。知事の「正しく恐れる」というコメントについて、専

門家のインタビューの中で、もう少し掘り下げてほしかった。阪神タイガースのキャ

ンプインの歓迎式典の話題では、離れた場所から撮影されていたため、誰があいさつ

をしているか分かりづらかった。もう少し説明があってもよかった。「これ旬！」のコ

ーナーでは、節分に食べたい干物としてイワシが紹介されていたが、試食の際に使っ

ていた卓上ガスコンロの一部が焦げており、危ないのではないかと気になった。 

 

（ＮＨＫ側）      

夕方の忙しい時間であるため、途中から番組を見始める視聴者を

考慮して、冒頭と同じ内容のニュースを午後６時４５分ごろからも

う一度放送している。ただ、最初から番組を見ている視聴者もいる
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ため、どのように新しい視点を交えて伝えるか工夫していきたい。

新型コロナウイルスに関する報道は、どのように伝えるか、日々頭

を悩ませながら放送している。ただ数字を伝えるだけではなく、医

療や学校現場などの声も伝えていきたい。阪神タイガースのキャン

プ取材は、感染対策のため離れた場所から撮影するという制限があ

った。説明を補うなど工夫し、分かりやすく伝えられるよう今後気

をつけていきたい。「そうやったがや！あの日の高知」については、

これからも季節に応じて内容を工夫し、視聴者におもしろいと思っ

てもらえるものを制作していきたい。 

 

 

＜「とく６徳島」（総合 ２月１日(火)放送）について＞ 

 

○ 全体を通して、硬軟バランスよく話題が織り交ぜられていてよいと思った。新型コ

ロナウイルスについては、ワクチン接種に関する不安について、地域に寄り添い、丁

寧に説明していたと感じた。県内の感染状況は、感染者数の多い地域と少ない地域の

人々の受け止めの違いや、各市町村の医療状態など、より地域に合わせた報道を工夫

してもらいたい。また、昨今の感染拡大状況に慣れ、つい軽く考えてしまう視聴者も

中にはいると思う。そのように感じる人が増えないよう、感染対策の徹底を意識づけ

られるような報道を繰り返してほしい。また、平日午後６時台は多くの視聴者にとっ

て忙しい時間帯であるため、興味のある話題のみを見たい視聴者に向けて、番組の冒

頭で各話題の放送予定時間をもう少し詳細に示してもらいたい。家事や仕事をしなが

らの視聴でも内容が理解できるような分かりやすい番組作りをこれからも続けてほし

い。 

 

○ 「どう高める？外国人の防災意識」という話題が特によかった。外国人をはじめ、

マイノリティーの方への配慮が不十分だという防災の課題について改めて考えさせら

れた。このテーマは、継続して年に数回は扱ってほしい。外国でも自然災害に対する

それぞれの備え方があると思う。外国人に自国での備えを紹介してもらい、それらを

徳島の防災に生かすというのも、私たちの学びになるのではないか。また、外国人か

ら見た日本の防災学習についても、意見を交換するような機会があればよいと思った。

今回の特集は、コンパクトにうまくまとめられていたため、多言語に翻訳したり、外

国語字幕を挿入したりするなど編集し、防災の啓発教材として関係者に配布するなど

番組以外でも活用できたらよいのではないか。 

 

（ＮＨＫ側）      
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感染者の多い地域と少ない地域の差があるほか、地域によって新

型コロナウイルスに対する意識の濃淡がある中、徳島市に偏ること

なく、なるべく幅広い地域、業種の人々の声を取材するよう心がけ

ている。冒頭で紹介する各話題の放送予定については、より分かり

やすく紹介できるように検討したい。防災の企画については、今後

も県内に住む外国人にこのような問題をどのように知ってもらうか

考え続けていきたい。外国人から見た防災学習など、第三者の視点

を取り入れることで、新たに多くの人に興味を持ってもらえるよう

工夫していきたい。今後も徳島放送局として、地域に根ざし、さま

ざまな人の思いをニュースにのせていきたい。 

 

 

＜「ゆう６かがわ」（総合 ２月１日(火)放送）について＞ 

 

○ 全体の構成や編集が丁寧だったことに加え、テロップも大きく分かりやすかった。

「豊島遮水壁の撤去作業開始」のニュースでは、産業廃棄物処理の歴史を紹介する映

像のほか、地元住民の気持ちが伝わってくるインタビューもあり、一度汚染されると

４０年たった今も元どおりの環境には戻っていない現実を痛感する内容だった。一度

環境が破壊されたあと、なかなか元に戻せない難しさをアナウンサー自身のことばで、

最後に訴えてもよかったのではないかと思う。「いま旬」のコーナーでは、三豊市のマ

ーガレットが紹介されていたが、生産量日本一になるまでの官民での取り組みや、生

産者の工夫を上原あずみキャスターが分かりやすく説明していた。ただ、全体を通し

て明るい話題がやや少なかったように思う。スポーツなどの話題をもう少し増やして

ほしい。 

 

○ 番組冒頭の主な内容の紹介場面では、放送開始時刻を口頭だけではなく、テロップ

でも表示してほしい。「一票の格差訴訟」のニュースは、「違憲状態」と「違憲」の違

いや、今回の判決の意義がパネルの活用により分かりやすく伝えられていた。「豊島遮

水壁の撤去作業開始」のニュースは、これまでの経緯や一連の処理作業の状況、残さ

れている課題などを分かりやすく説明していたが、処分地の整地問題については図解

がほしかった。また、小豆島出身で俳優の石倉三郎さんへのインタビューは、含蓄の

あることばをうまく引き出し、石倉さんらしい人柄を浮き彫りにしていて好感を抱か

せる内容だった。気象情報では、「讃岐（さぬき）天気ことわざ」を紹介していたが、

このような地域のことわざや伝承を掘り起こすことは、日々の暮らしに役立つうえ、

防災意識の向上にもつながるため続けてほしい。番組終盤に今日のニュースをまとめ

て伝える「まとめてゆう６」のコーナーは、「ニュース７」前から視聴を始める人への
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配慮が感じられよいと思った。 

 

（ＮＨＫ側）      

気象情報では、気象予報士を中心に、その季節ときどきのトピッ

クを取り上げ、視聴者に楽しく知ってもらおうと工夫を凝らしてい

る。この日の「まとめてゆう６」のコーナーでは、ニュースのリー

ド文を読み上げる形で要点を伝えたが、日によってはＶＴＲも交え

て分かりやすく伝えるよう意識している。新年度に向けて、いただ

いた意見を生かし、引き続きよりよく、分かりやすく、香川を元気

にしていけるような情報を発信していきたい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２２年１月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１７日(月)、松山拠点放送局において、 

１０人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、松山局長からＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」の内容

について報告の後、議事に入った。会議では、まず、事前に視聴してもらった四国らし

んばん「２０２２ 四国の未来 ～進むべき針路は～」を含め、放送番組一般について

活発に意見の交換を行った。 

最後に、２月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  阿部 和孝  （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

      上月  康則 （徳島大学環境防災研究センター長） 

 小松 圭子  （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長）  

田井ノエル  (小説家) 

西本 佳代 （香川大学大学教育基盤センター准教授） 

前本 千恵 （三浦工業株式会社  

ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）学芸員） 

三木千佳子 （徳島県邦楽協会会長） 

村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

＜四国らしんばん「２０２２ 四国の未来 ～進むべき針路は～」 

（総合 １月７日(金)放送）について＞ 

 

○ 今年最初の「四国らしんばん」としてふさわしいテーマだったが、内容を盛りこみ

すぎていたためか、一つ一つの話題にはもの足りなさを感じた。四国４県の誰もが共

有できる文化に焦点を当て、劇作家の平田オリザさんのみを紹介する番組構成でもよ

かったのではないか。愛媛大学の野村信福教授の研究は、１９年前に成功し国内外か

ら注目されたと紹介されていたが、その後どのように実用化されたのかもっと詳しく

知りたかった。観光戦略の専門家の村山慶輔さんが話した「外からの視点を大事にし
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て、自分達のよさを理解していく」という意見は、昔からよく言われているが、今回

世界的な旅行ガイドブックで四国が６位に選ばれたのはなぜか、四国に住む人々自身

が考え、価値を共有し、行動につなげることが大切だと思った。全体を通し、分野の

異なる３人の識者の話から、「四国独自のものさし」を持つことが大切だと感じられた。 

 

○ ３人の識者へのインタビューを通し、四国の強みや針路を探ることができる番組だ

った。平田さんからは「島国意識」というキーワードが登場し、本州と四国をつなぐ

橋によって薄まった島国意識が、コロナ禍で再び醸成されるのではないかという話は

興味深かった。自分達の文化に付加価値を付けて誇りに思い、それをどう伝えるかが

重要だという提言は印象に残った。野村教授の話では、四国は少々不便なところがあ

るからこそ新しい発想を生まれるという点に共感した。村山さんの話は、新型コロナ

ウイルスの収束後は、きっと四国に多くの観光客が来ると希望を持たせてくれるもの

であり、明るい話題が番組の最後にあってよかった。ただ、「進むべき針路は」という

番組タイトルが気になった。針路ということばそのものが進むべき方向を表している

ため、重複しているのではないか。 

 

○ コロナ禍の今だからこそ見えてきた四国の魅力と強みという観点から、新しい年に

進むべき道を探るとてもよいテーマの番組だと思った。３人の識者それぞれのテーマ

設定が秀逸で、人物像もよく分かる紹介だった。話の中で出たキーワードをテロップ

で効果的に強調している点も見やすかった。中でも、世界的な旅行ガイドブックで

2022 年に訪れるべき地域として四国が世界第６位に選ばれたというエピソードは、非

常にうれしく、誇らしく感じた。四国の視聴者にとって、四国に生まれてよかったと

思える番組だったのではないか。全体を通し、識者３人の生き生きとした目や熱い思

いが印象深く、年始に最適な番組だった。ただ、番組内容に期待を抱かせる充実した

オープニングと比べ、エンディングはあっさりとしており、やや見劣りすると感じた。 

 

○ 年明け１回目の「四国らしんばん」にふさわしい壮大なテーマを説明した冒頭の５

分間は、非常に期待が高まったが、識者の人選がいまひとつだと感じた。平田さんの

「文化の自己決定能力を高める」という主張は感覚的なもののように聞こえ、具体的

にどんな行動を起こせばよいのかもう少し説明がほしかった。また、四国と言いなが

ら、例としてあがっていた地域が高松市と松山市に限られていた点も気になった。野

村教授については、研究内容やその有用性は十分理解できたが、単におもしろい研究

の紹介のように見えてしまい、３人の識者のうち野村教授でなければならない理由が

伝わって来なかった。村山さんは、四国に住む人の視点から四国の魅力を語っていて

参考になった。ゲストでタレントの松本明子さんは、視聴者の視点から識者の発言に

対し適切にコメントできていたと思う。新年最初の放送ということもあり、出演者や
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スタジオを新春らしい装いにするなど工夫があればよかった。 

 

○ 精神面、技術面、観光面で、３人の識者の主張を簡潔に伝えていた。四国の住民に

勇気を与えるようなことばが随所にあり、とてもよかった。ただ、２６分という放送

時間の中で仕方がない面もあると思うが、全体として表面的な話にとどまっている印

象を受けた。具体的に身近で実践できる事例をあげるなど、もう少し掘り下げた内容

にしてほしいと感じた。また、実際に３人の識者がどのようなことを実践し、どんな

効果があったのか検証してほしいと思った。今後は、四国で生まれ育った人の視点、

外から四国にやって来た人の視点、四国から外に出た人の視点など、さまざまな視点

から意見を取り上げ、四国の人々に刺激を与え、四国の活性化に繋がるような番組を

制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回の「四国らしんばん」は、新しい年の幕開けとして、四国の

視聴者の方々が希望を感じられる番組を作りたいと考えて企画した。

コロナ禍が続く今だからこそ見えてきた四国の強みや魅力がよく見

えるテーマにスポットを当てたいと考え、３人の識者に話を聞いた。

いずれも四国以外の出身にもかかわらず、四国を冷静かつ優しく見

つめ、四国に大きな期待を持っている方々を選んだ。人選や、話の

内容について、番組内で説明を加えるなど、視聴者により納得感を

もって見てもらえるよう今後も制作を工夫していきたい。 

 

○ 四国の未来を考える内容で、新春にふさわしいものだった。平田さんの「島国意識」

というキーワードは、やや抽象的に感じ、より具体的にかみ砕いた説明を加えてほし

かった。調理に使用した廃油から水素を取り出すという野村教授の研究は、興味がひ

かれるものだった。解説もしっかりと丁寧で分かりやすかった。四国にも再生可能エ

ネルギーがあるという、新しい視点が持つことができた。観光の側面から四国の活性

化を目指すという村山さんの話も興味深かった。お遍路文化のおもてなしなど、四国

の魅力を改めて再認識できる内容だった。異文化と触れ合うことで自分たちのよさを

理解していくという話もとても納得できた。３人の識者それぞれがおもしろい視点で

四国を見ていたが、全体としてはまとまりがなくばらばらに感じた。一つ一つのテー

マを掘り下げて番組を作るのもおもしろいのではないかと思った。 

 

○ ３人の識者が語る四国の魅力や進むべき方向性は、それぞれ含蓄があり、視聴者に

多くの気づきを与える番組だと思った。番組を視聴し、「四国とは何か」を改めて考え

るきっかけにもなった。外部からは、四国は一つにまとめて見られる一方で、内側か
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ら見れば地域ごとに強いアイデンティティーを持っているというギャップがとてもお

もしろいと気づかされた。村山さんの話の中で、これからの四国の観光において、お

遍路がキーワードにあげられていたが、四国を一つとして見たときにどの地域にも共

通する重要なものだと再認識した。新型コロナウイルスの収束後、ますます期待され

る文化だと思う。世界的な旅行ガイドブックで四国が評価されたことに多くの人が自

信と誇りを持てば、四国の輝きは増すと思う。ＮＨＫには、今後も新しい四国のシン

ボルを探すような番組の制作が望まれると感じた。 

 

○ コロナ禍だからこそ、四国の魅力を再度見つめる機会になるという視点は、希望を

感じるテーマだった。３人の識者の紹介順も適切で、飽きることなく見ることができ

た。一つ一つのテーマを無駄なくまとめていて、短時間でさまざまな観点から考える

きっかけを与えてくれる内容だった。識者が語るやや難しい内容も、ポイントとなる

キーワードのテロップ表示や、イメージ映像により理解しやすかった。各テーマの合

間に、ゲストの松本さんの親しみやすいコメントが入るのもとてもよかった。平田さ

んが語った「文化の自己決定能力」についての提言が最も印象深かった。ただ、イン

タビュー直後のナレーションと、平田さんが語っていた内容に少しずれがあるように

感じた部分もあった。また、劇作家である平田さんが四国についてなぜ今回のような

分析をしたのか気になった。平田さんと地方創生の関わりなども、ひと言紹介があれ

ばより話に入り込みやすかったと思う。 

 

○ 四国にはまだまだ大きな可能性が残されているという気持ちになれる番組だった。

全く異なる分野の３名だったが、四国ならではの特徴や個性をしっかり認識し、誇り

を持ったうえで、それを発信していくことが重要であるという意見は、共通している

と感じた。今後の四国の進むべき針路を考えるにあたって、非常に示唆に富む番組内

容だった。今後もこのような新たな気づきを得ることができる番組作りをお願いした

い。ただ、昨年１０月１日(金)に放送された四国らしんばん「空き家が生まれ変わ

る！？～四国の空き家活用最前線～」では、問題提起だけではなく、視聴者にできる

ことは何かという点まで踏み込んでいた一方、今回は識者の意見を紹介するまでにと

どまっていたと感じた。それぞれ掘り下げて具体的な方策を提示し、視聴者の今後の

行動の変化につながるような番組になっていたらよかったと思う。 

 

○ 新年らしい企画で出演者の人選や構成もよく、大変満足できる内容だった。識者の

インタビューは、テロップの効果もあり、発言要旨が明確でよく理解できるものとな

っていた。また、ゲストの松本さんからは明るく元気な 1 年になってほしいとの願い

が伝わり好印象だった。四国が輝くためのキーワードとして、平田さんは「島国意識」、

野村教授は「再生可能エネルギーのオールスター」、村山さんは「日本の最後の宝」を
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あげており、各専門分野に応じたものだったが、発言の内容には共通点も多く、いず

れも共感できるものだった。今回は識者の提言をまとめたものだったが、今回の内容

を具現化して取り組んでいる個人や団体・事業者などを紹介する番組を、シリーズと

して制作することを期待している。 

 

（ＮＨＫ側）      

新年らしく四国の多様な可能性を探りたいという思いもあり３テ

ーマを設けたが、提言だけにとどまらず、それぞれ具体的な方策を

探るとなると、今回の放送時間の中では難しい面があったと感じて

いる。また、ゲストの松本さんには、３名の識者の話に対し、視聴

者目線で見解を示してもらったが、スタジオ部分の時間が短く、松

本さん自身の体験を交えた内容まで踏み込むことができなかった。

番組の構成や時間配分など引き続き工夫していきたい。３人が提示

したキーワードを、具体的に四国の未来にどう生かしたらよいのか

という点については、関係者を集めた討論番組など、議論が深まる

ような番組制作を検討していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １２月１５日(水)と２２日(水)の「思考ガチャ！ Ｕ３０リアル編」(Ｅテレ 後

10:00～10:29）を見た。ふだん全くなじみのないような分野の専門家が議論する様子

は、とてもおもしろかった。スタジオもおしゃれな雰囲気で、堅苦しくなることなく、

終始楽しく見ることができた。考える過程や発想の飛躍を楽しむという答えを出さな

いスタイルがとても新鮮で、こんな番組があるのかという驚きがあった。これからも

期待したい。 

 

○ 大河ドラマ「青天を衝け」は、これまでの大河ドラマと比べ放送回数が少なかった

ものの、最後まで非常に見応えがあるドラマだった。特に、渋沢栄一を演じた吉沢亮

さんと、徳川慶喜を演じた草彅剛さんの２人の演技がとてもよかった。幕末以外の近

代史がドラマとなることは少ないと感じるが、今後もぜひ見てみたい。１月９日(日)

から放送が始まった大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」は、期待以上にコメディー要素が

あり、親しみやすくおもしろかった。今後どのような展開になるのか楽しみにしてい

る。 

 

○ １２月２９日(水)のＮＨＫスペシャル「検証 コロナ予算７７兆円」(総合 後 9:00
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～9:59)は、国が計上した新型コロナウイルス関連予算７７兆円の使われ方をＡＩで解

析したほか、現場のルポや行政、政治家への取材、専門家による検証会議などさまざ

まな側面から掘り下げていた。コロナ禍が始まってから２年近くがたち、予算がどう

消化されたのか見え始めたタイミングで放送があり、とても勉強になった。 

 

○ １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」は、歌番組としてはよい仕上が

りだったと思うが、出演した歌手や曲のおよそ８割はなじみがなく、あまり楽しむこ

とができなかった。６０代以上の世代は、昭和の紅白歌合戦を懐かしく思うだろう。

今後、令和の紅白歌合戦がどのような方向に向かうのか興味深く思っている。 

 

○ 「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」は、コロナ禍以前のような演出が再び戻ってきたこ

とに加え、コロナ禍後ならではの新しい演出の工夫もあり、一段と進化しているよう

に感じた。俳優の大泉洋さんの司会も、２回目のためか昨年よりくだけた調子で大変

楽しく視聴した。中でも、まふまふさんが披露した「命に嫌われている」はとても印

象に残っている。ただ、全体としては２０代以下の若い世代には響かない演出も多か

ったように思う。 

 

○ 「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」は、毎年初めて知るアーティストが出てくるが、新

たな出会いの機会として楽しく視聴している。今回は、まふまふさんの出演が若い世

代で話題になったと聞いている。すべての世代に受け入れられるような番組にするの

は難しいと思うが、若い世代が楽しめる企画を今後も期待している。 

 

○ 「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」は、幅広い世代が楽しめる内容でとてもよかった。

中でも、氷川きよしさんの伸び伸びと決意に満ちた歌声が印象に残っている。ただ、

ステージの花の装飾がとてもきれいで華やかだった一方、出演者の鮮やかな衣装と重

なり、出演者が埋もれているように見えてしまう面もあり残念だった。 

 

○ １月１日(土)に放送された日曜美術館新春ＳＰ「＃アートシェア２０２２」（Ｅテレ 

前 10:15～11:14）を見た。大地の芸術祭を代表する作品を舞台に収録され、画面がと

ても美しく、正月らしくてとてもよかった。漫画家の荒木飛呂彦さんとヤマザキマリ

さんは、漫画と関連付けた自分なりの鑑賞のポイントを話しており、新しい絵画の見

方を提案されるようでおもしろかった。全体的に専門家だけではなく、立場や美術に

関する考え方がさまざまな人がプレゼンターを務めていて、バランスよくまとまって

いた。俳優の橋本愛さんによるナイトミュージアムの紹介は、美術愛好家や専門家と

してではなく、一般に近い感覚で、「壮大すぎてわけが分からない」など素直な反応が

よかった。美術館に対して敷居が高いと感じてしまう人がいる中で、このような感想
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を入れることにより、自由に受け取ってもよいのだという安心感が伝わったと思う。 

 

○ １月３日(月)に放送された「１００分ｄｅパンデミック論」(Ｅテレ 後 10:00～

11:40)は、ＮＨＫの看板教養番組として、今年は何を投げかけてくれるのだろうと期

待して視聴した。新型コロナウイルスの感染が広がってから年月がたち、昨年の新春

スペシャルではなくなぜ今年このテーマなのかと疑問は持ったが、論者も紹介された

書籍も納得のいく選出でとてもよかった。特に、経済思想家の斎藤幸平さんは、自身

が紹介する書籍の説明にとどまらず、他の論者の書籍との関連も分かりやすく解説し

ていた。この番組に限らず、ＮＨＫの教養番組は、視聴率にとらわれずに教養番組と

してのあるべき姿を愚直に追い続けてほしい。 

 

○ １月５日(水)の英雄たちの選択「北条義時・チーム鎌倉の逆襲」を見た。番組では、

源頼朝の死後、北条義時の波乱の人生が分かりやすく紹介されていた。現代社会にも

通ずる学びがあり、おもしろい番組だった。ますます大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」

が楽しみになる内容だった。 

 

○ １月１０日(月)の「落合陽一と考える コロナシフトで変わる日本のものづくり」

(総合 後 10:00〜10:45)を視聴した。日本の経済力が衰退していると言われる中、今

後の日本のものづくりはどのようになり、新型コロナウイルス収束後に取り組むべき

ことは何かと期待を持って見た。具体的な提言を期待していただけに、アメリカや中

国のようにユニコーン企業がどんどん生まれるエコシステムが日本にも必要だという

結論は、あいまいで消化不良のような印象を受けた。非常に重要なテーマであるため

引き続きさまざまな形で取り上げてほしい。 

 

○ 同じく「落合陽一と考える コロナシフトで変わる日本のものづくり」を見た。コ

ロナ禍で顕在化した日本の開発力の衰えを大きな課題として捉え、どうすればものづ

くりの力を取り戻すことができるのかを探った番組だった。中国深セン市のイノベー

ションを支える文化や、エコシステムを紹介し、環境の重要性を説明していたほか、

日本の開発力の低下の背景も分かりやすく紹介されていた。大手電機メーカーの取り

組みを例に、コロナ禍による生活の変化や少子高齢化など日本固有の課題などからイ

ノベーションの種を見出せることもよく理解できた。メディアアーティストで筑波大

学准教授の落合陽一さんと鎌倉千秋アナウンサーの掛け合いも軽妙でよかった。四国

でもスタートアップに意欲のある若者が増えている中、起業家や、それを支える人た

ちにとって非常に参考になる番組だった。 

 

○ １月１３日(木)の「とく６徳島」を見た。昨年１２月から徳島県南部で運行が始ま
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ったＤＭＶ(デュアル・モード・ビークル)の話題は、車窓からの風景や住民の取り組

みなどが温かい視点で紹介されていたほか、経済効果への期待も丁寧に伝えられてい

た。ＤＭＶが町おこしの起爆剤となり、地域の活性化につながるよう、ＮＨＫでも継

続して話題を取り上げてほしい。 

 

○ １月１４日(金)のとさ金「あなたの記憶を消させない 聞き書きデイサービスの現

場から」を視聴した。高齢者の方の笑顔から、本当に楽しんで話をしていることが伝

わり、温かい気持ちになった。昔のことを語ると認知症の進行を遅らせることができ

るとよく耳にはするが、家族などふだんから近くにいる人では、どうしても時間が取

りづらかったり、何度も同じ話を聞いていたりと難しい面がある中、全国からスタッ

フを募り、オンラインで実施する取り組みはとてもよいと思った。ただ、聞き書きを

行うスタッフへの報酬や、他の施設でも実施できるのかなどもう少し詳しい説明がほ

しかった。 

 

○ 同じく１月１４日(金)の「とさ金」を視聴した。デイサービスの現場でこのような

取り組みが行われていることに新しい可能性を感じることができ、大変よい内容だっ

た。コロナ禍で対面での聞き書きができない中、オンラインを上手に活用して活動の

幅や関係者の輪を広げていることはすばらしいと思った。登場した高齢者も、聞き書

きを行うスタッフもみんなよい表情だった。戦争体験を語る高齢者と、聞き手である

横浜市に住む小学生のやりとりからは、聞き書きのもう一つの目的である記録するこ

との重要性がよく伝わってきた。今後ますます認知症をかかえる高齢者が増えること

が予想されている中、地域において大きな課題であることを改めて実感できる番組だ

った。 

 

○ １月１４日(金)のあわとく「僕らが徳島を旅する理由」を視聴した。徳島局の若手

アナウンサー２人が県内の人気スポットを訪ねる番組だったが、普通の若者２人が徳

島の自然と人に触れる様子が等身大で描かれていてとてもよかった。番組で紹介され

てない撮影の裏側ももっと見てみたいと思った。次回も楽しみにしている。 

 

○ 同じく１月１４日(金)の「あわとく」を見た。若手アナウンサーの２人が旅をする

様子をとても楽しく見ることができたが、今回紹介した３か所を選んだ理由の説明が

あれば、もっと納得感をもって見ることができたと思う。また、行くさきざきで出会

った地域の人の背景や、取り組みの内容をもう少し掘り下げて伝えれば、紹介したス

ポットの魅力がよりよく伝わるのではないかと感じた。 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年１２月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２０日(月)、東京第一ホテル松山におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴してもらったノルノルミシル！「ＪＲ牟岐線の旅」を

含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  阿部 和孝  （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

 小松 圭子  （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長）  

田井ノエル  (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

西本 佳代 （香川大学大学教育基盤センター准教授） 

村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

＜ノルノルミシル！「ＪＲ牟岐線の旅」（総合 １１月２６日(金)放送）について＞ 

 

○ 初めて知る場所やエピソードが数多く紹介され、新鮮な番組だった。阿南市の那賀

川橋梁(きょうりょう)に残る第二次世界大戦中の弾丸の跡は、映像で見るとより生々

しく感じた。番組の導入がやわらかい雰囲気だったため、序盤に戦争の話題を取り上

げるのは少し驚いたが、戦争を中心に取り上げる番組だと視聴者が限られる側面もあ

ると考えられるため、このような紀行番組の中で地域の戦争の歴史を伝えるのもよい

と思った。美波町の田井ノ浜海水浴場については、最盛期には７万人もの観光客が訪

れていたというエピソードが印象的だった。徳島県出身俳優、大杉漣さんが愛したと

いう小松島市のラーメン店では、不要になった線路のレールを使って豚骨を砕く様子

が紹介されていたが、床に紙を敷いた上で作業しているとはいえ衛生面がやや気にな
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った。放送するにあたり、もう少し配慮があってもよかったのではないかと感じた。 

 

○ ＪＲ四国で働く職員の情報をもとに決められた行き先は、いずれもガイドブックに

載るような観光地ではない点がよかった。徳島県は日本全国で唯一電車が走っていな

いなど、新しい情報も知ることができた。弾丸に耐えた阿南市の那賀川橋梁の紹介で

は、近くの住民の幼少期の貴重な実体験を聞くことができよかった。「那賀川鉄橋列車

爆撃を語り継ぐ会」の活動を行っている河野孝子さんの「未来のある子どもたちに残

していかなければいけない」ということばは特に印象に残った。戦争を知らない世代

へ、先人から語り継がれたことを伝えていく大切さを改めて感じた。美波町の田井ノ

浜海水浴場は、昭和６２年ごろの最盛期の映像が紹介され、当時の活気のある様子が

よく伝わってきた。小松島市のラーメン店は、大杉さんが歌っていた「徳島拉麺たべ

たいか」というユーモラスな歌とともに紹介され、楽しく視聴した。阿南市の「野球

女子」と、「ネコの車しかない島」こと牟岐町出羽島のエピソードは、紹介時間が短く、

無理やり加えたような印象を受けた。 

 

○ タレントのユージさんが、行き先のヒントが書かれたカードを選ぶ場面から番組が

始まり、視聴者に期待感を持たせる構成だった。カードに書かれたヒントはどれも秀

逸で、どんな場所に向かうのか楽しみになり、非常に効果的だったと思う。阿南市の

那賀川橋梁は、カードに書かれていた「弾丸に耐えた鉄橋」ということばから想像し

ていたよりはるかに重々しい内容だったが、戦争体験や歴史をずっと語り継いでほし

いという気持ちになった。美波町の民宿では、看板犬のしずちゃんと本田さん夫妻の

やりとりから温かさを感じた。阿南市の「野球女子」と牟岐町の出羽島の紹介は、後

から付け加えたような印象が否めなかった。全体を通して、牟岐線とともに爽やかに

進行し心地よかった。ユージさんが描いた旅を振り返るイラストで終わるエンディン

グもよかった。 

 

○ 知る人ぞ知るスポットを紹介しており、地域の魅力を発信しようという番組の趣旨

には非常に賛同できた。阿南市の那賀川橋梁は、地元以外ではあまり知られていない

ため、その歴史とともに紹介したことは、戦争の悲劇を後世に伝えようと活動してい

る地域の住民にとって励みになったのではないか。ただ、視聴者が同じようにＪＲ牟

岐線を使って旅することを十分に想定していないように感じられた。小松島市のラー

メン店の紹介では、最寄り駅に午後５時５３分に到着したとテロップが出ていたが、

約１キロ離れている店舗に午後６時前に到着していたほか、木岐駅から田井ノ浜駅へ

は、高低差のある２キロほどの道のりを歩いて移動しており、高齢者には負担が大き

いと感じた。一人でも多くの視聴者が「公共交通機関で新たな発見の旅に行ってみよ

う」と思えるように、多様な年齢層の人々が実際に訪問可能な行程を考え、紹介すべ
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きだったと思う。 

 

○ 地方の公共交通機関の活性化というねらいは分かりやすく、視聴した後に、ローカ

ル線を使った旅に出たいと思う内容だった。ＪＲ四国の職員におすすめの場所を聞く

という企画はおもしろかったが、職員の顔写真と名前だけではなく、なぜその場所を

選んだのか理由も紹介してほしかった。ユージさんの地元の人との接し方や食リポが

上手で、起用はとてもよかったと思ったが、番組を視聴した１１月の時点で、東京か

らゲストを迎えるのはまだ早いのではないかという印象を持った。マスクを着用して

いない地元の方と、東京から来たユージさんが話しているのを見て、新型コロナウイ

ルスの感染の心配が頭をよぎった。四国在住のタレントを起用したほうが、このよう

な視聴者の不安をやわらげることができるのではないかと思う。また、番組冒頭にあ

った目的地のヒントが書かれたカードを選ぶ場面が旅の途中から無くなった点も気に

なった。 

 

（ＮＨＫ側）      

目的地のヒントが書かれたカードは、実際には毎度引いていたが、

２５分という放送時間に収めるために編集をした結果、カードを引

く場面を割愛したため視聴者の混乱を招いてしまったかも知れない。

今後の番組制作にあたっては、放送時間を延ばしたり、前編・後編

の二本立てにしたりなど、改善策を探っていきたい。新型コロナウ

イルスの感染状況と撮影の兼ね合いについては今後もよく状況を見

極めていきたい。出演者が事前にＰＣＲ検査を受けている場合、そ

のような情報を放送上出すかどうかも含めて総合的に判断したい。 

 

○ カタカナの番組タイトルにすることによって、「何の番組だろう」と視聴者に関心を

もってもらえたのではないか。カードを選んで行き当たりばったりの旅をするような

冒頭の演出からわくわくしたが、現地で出会う地元の人は事前に準備をしていたよう

に見え、予めすべての旅の順番が決まっていたのではないかと思えて残念だった。時

刻表に載らない臨時駅である田井ノ浜駅は、目の前がすぐに海水浴場という珍しい立

地で驚いたほか、７万人の利用があったという昭和６２年の映像は当時の様子がよく

分かり効果的だった。副題にある「ＪＲ牟岐線の旅」という点を重視するのであれば、

旅行者視点で 1 日の行程が分かる紹介にすればよいのではないか。今回の旅は、列車

の本数が少ない中、待ち時間なども含めて考えると、目的地間をつなぐ導線が見えづ

らかった。また、最後に紹介された阿南市の「野球女子」と牟岐町の出羽島も、最寄

り駅がどこか紹介した方がよかったと思う。 
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○ ユージさんのトークが軽快で楽しく、放送時間があっという間に感じられた。ガイ

ドブックに載っているような観光地ではなく、知る人ぞ知る場所が選ばれていて好感

を持った。いずれも興味深い話題が取り上げられていたが、中でも美波町の田井ノ浜

駅が印象に残った。道中で見つけた「カニ注意」の標識にはほっこりし、民宿の看板

犬のしずちゃんは、健気でかわいらしかった。一方で、行く先々で出会う地元の人が、

本当に偶然出会った方なのか懐疑的になる場面もあった。事前に仕込まれた様子が見

え隠れしており、残念に思った。 

 

○ １日で５か所もめぐることはとても慌ただしく、公共交通機関に乗車している場面

も、ほとんど映されなかった。番組の最後で、「公共交通機関を使うことによって初め

て目にする、新たに気付く」とのナレーションがあったが、その観点が乏しいと感じ

た。四国には、知られざる日本の宝のようなスポットがたくさんある。例えば２，３

日程度かけて四国のローカル線をゆったりと旅してもらい、公共交通機関を利用した

旅を通じて初めて得られる発見や行き先の歴史・文化を伝える構成にすることで、視

聴者にローカル線のよさが伝わり、「公共交通機関を使って四国を旅したい」と感じて

もらうことができるのではないか。「ノルノルミシル！」という番組名にふさわしい、

公共交通機関に乗って「見知る」ことに価値が出る番組構成とすることを期待したい。 

 

○ タレントのユージさんを起用したことで、親しみやすく、気楽に見ることができる

番組になっていた。阿南市の那賀川橋梁の紹介では戦争体験の継承の必要性、美波町

の田井ノ浜駅、小松島市のラーメン店の紹介からは、戦後から昭和期の牟岐線の活況

ぶりなどがよく分かる内容になっていたが、２５分という短い放送時間の中に５つの

話題を入れたためか知られざる魅力までを感じることはできなかった。駅から目的地

までの光景や、住民とのさりげない出会いなど沿線の魅力を伝える情報が少ないと感

じた。牟岐町の「ネコの車しかない島」こと出羽島は、街並みや島の風景をもう少し

丁寧に紹介してほしかった。牟岐駅から島へ渡るアクセスなどもしっかり放送したほ

うが、島のよさが出るのではないかと感じた。阿南市の「野球女子」は別番組で取り

上げたほうがよいのではないかと思った。 

 

○ 公共交通機関を使って、魅力的な場所を見て知ることや、埋もれている魅力を紹介

しているよい番組だった。ディーゼルエンジンの列車や、各駅のホームの様子などが、

わかりやすく自然な流れで紹介されていた。弾丸に耐えた那賀川橋梁は、忘れてはい

けない戦争の記憶の一つとして、しっかり取り上げていてよかった。地元の人にとっ

ても、大事に伝えてほしいと思う事柄を選んでいたように感じた。稲美町の田井ノ浜

駅も観光客の減少という地元の問題に寄り添って取り上げているように感じた。小松

島市のラーメン店の話題も鉄道と思いがけないつながりがあり、大杉さんの思い出に
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心が和んだ。この番組がきっかけで、ふだん鉄道を利用する機会が少ない人も、興味

を持つようになり、乗車する人が増えるのではないかと思った。これからも各地に寄

り添い魅力を紹介する番組の制作をお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

本来は寄り道感などを生かし、ゆったり撮影していたが、２５分

の放送時間に編集する中で、そうした要素がそぎ落とされてしまっ

た部分がある。今後は、放送時間の検討を含めて改善していきたい。

訪問した場所へのアクセスなど詳細な情報は、ホームページを使っ

た展開や、番組中に二次元コードを出すことなどを検討していきた

いと考えている。番組終盤で紹介した阿南市の「野球女子」と牟岐

町の出羽島の話題は、制作側としてはせっかくロケに行ったので紹

介したいという気持ちで盛り込んだが、短時間の紹介だったため、

視聴者にとってはかえって消化不良になってしまったと考えている。

今回いただいた意見を参考に、今後もよりよい番組を開発していき

たい。 

 

（ＮＨＫ側）      

次回制作する際は、たとえば５か所を２日間で撮影するのであれ

ば、１日目でラーメン店に行けなくても次の日に訪問するなど、現

実感を大事にしていきたい。また、電車に乗っている場面を増やす

ことで、番組のゆったり感や旅情感を出すことにつながると考えて

いる。次回は、地域の人とのふれあいや、名物の発見などがより多

く実現できるように努めたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １１月１９日(金)のとさ金「街角ピアノ 高知 四万十町」は、過去に放送された「街

角ピアノ」のリメイクだったが「とさ金」として再度放送するのであれば、単につな

ぎ合わせるのではなく、出演者のうち何人かをピックアップして、コメントの背景を

取材するなどの工夫もあればよかったと思う。 

また、同日のドキュメント７２時間「ヘアメイク店 私は眉毛を整える」も見た。場

所もテーマも違う２つの番組だが、いずれもふだん気にもとめずすれ違う一人一人に

ストーリーがあると思うと、不思議と自分自身が前向きになれるような気がする番組

だった。昨今はプライバシーの保護が叫ばれることが多いが、実際には誰しもが他人
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の人となりや、考えていること、これまでの人生を知りたいという気持ちを持ってい

る。今回見た２つの番組は、とてもよいバランスで一般の方のストーリーを紹介して

いてとても心地がよい。また、番組全体を通して根底にはコロナ禍の生活によるさま

ざまな思いが横たわっており、人々の今を映し出していると感じた。 

 

○ １１月２８日(日)のＮＨＫスペシャル 中国新世紀（３）「実験都市 深圳～メイド 

イン チャイナの行方～」を見た。世界各国は中国への依存を一層強めている一方で、

警戒も強めている中、昨今の中国のさらなる技術力の進化は目を見張るものがあり、

とても驚いた。中国共産党主導の特異なイノベーションがもたらす強さと危うさがよ

く伝わる内容だった。 

 

○ １１月３０日(火)のクローズアップ現代＋「タマゴの値段が上がるかも！？“アニ

マルウェルフェア”って何？」を見た。とても興味深く視聴したが、価格に重きが置

かれていた紹介になっていた点が気になった。世界的に求められている視点とは違う

のではないかと感じた。また、鳥インフルエンザの発生が危惧される時期に、鶏舎に

立ち入り撮影していたことも気になった。動物としてのニワトリの生態なども掘り下

げ、世界的になぜアニマルウェルフェアに向かっているのかを今後も紹介してもらい

たい。 

 

○ １２月３日(金)の四国らしんばん「どうつなぐ“戦争の記憶”～開戦８０年 今やる

べきことは～」を見た。番組名から想像するほど重すぎず、見やすい番組構成になっ

ていた。開戦から８０年を迎えて、体験者が高齢化し、なおかつコロナ禍で活動がで

きない中、戦争体験をどう継承するかという課題に対する解決策を探る番組だった。

中でも、戦争体験者と若者の交流の場面が非常によい取り組みだと思った。私自身も

想像していなかったような「当時の暮らしはどうだったか」「イベントは何かあったか」

などの質問が出て驚いた。体験を伝える側としては、悲惨な戦争体験を話したいとい

う気持ちが大きいと思うが、むしろ当時の一人一人の生活がどうだったかという内容

から入ると、比較的身近で、戦争体験への共感につながるということが浮き彫りにな

った価値のある番組だったと思う。これは戦争体験に限らず、物事を人に伝える場合

に役立つと感じた。ゲストで漫画家の武田一義さんの「戦争を知らない世代は体験者

のように語ることはできないが、知ったときの衝撃や怒りといった感情を知識ととも

に伝えることが重要だ」ということばもとてもよかった。 

 

○ １２月３日(金)の四国らしんばん「どうつなぐ“戦争の記憶”～開戦８０年 今やる

べきことは～」を見て、自身が見聞きしてきたさまざまな戦争体験を思い出した。戦

争中の日常生活は史実として記録されていないが、体験者から直接聞いてきた世代は
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まだ大勢いる。全部は伝えられなくとも、伝え聞いた当時の日常とその時の人々の感

情を、少しでも次の世代へつなげたいと思うことができる番組だった。このような声

を拾う番組をまた作ってほしい。 

 

○ １２月４日(土)、１１日(土)の「忠臣蔵狂詩曲 ＮＯ.５ 中村仲蔵 出世階段」（Ｂ

Ｓプレミアム 後 9:00～10:29）を見た。厳しいいじめを受け自殺未遂まで追い込まれ

ながらも、当時を代表する役者に駆け上がっていった２５０年前の歌舞伎役者・中村

仲蔵を中村勘九郎さんが演じ、本当にすばらしい番組だった。中村さんの演技は鬼気

迫るすばらしいものだった。ＢＳプレミアムでの放送だったがこのような番組を総合

テレビで放送し、多くの皆さんに感動を届けてほしい。 

 

○ １２月６日(月)～１０日(金)、１３日(月)～１７日(金)に放送されたアニメ「かな

しきデブ猫ちゃん」（総合 後 8:42～8:45 愛媛県域）を見た。当初は地方局が制作す

るアニメにあまり期待はしていなかったが、キャラクターの動きに臨場感があったほ

か、愛媛の自然が美しく描かれており、毎日３分という放送時間がもったいないほど

質の高いものだった。また、主演の滝藤賢一さん以外は、専業の声優を起用している

点も好感を持った。１話ごとに愛媛のいろいろな場所を見て回り、大人から子どもま

で楽しむことができるストーリーだと感じた。物語の最後はハッピーエンドだったの

もよかった。全国にも胸を張って出せるアニメだと思う。今後の人気の広がりを期待

している。 

 

○ アニメ「かなしきデブ猫ちゃん」は家族で楽しく視聴できるものだった。愛媛県内

の実際に行ったことがある場所や、見覚えのある風景が登場すると嬉しく思った。３

分という放送時間は、小さい子どもも見やすかったと思う。愛媛県内のみならず、今

後は県外も旅してほしいと思った。 

 

○ １２月１０日(金)のひめＤＯＮ！「もう一度見たい！あのときの愛媛～なつかしの

出来事編～」を見た。松山市の圓光寺の住職が出演した１９７５年の「小さな黒板」

という番組の紹介は、ことばが持つ強さを感じたとともに、いまも息子へ受け継がれ

ていることに非常に感激した。また、1988 年の宇和島東高校の選抜高校野球大会初優

勝時の映像は、当時の宇和島市の活気が印象に残った。また、伊予鉄道の森松線の映

像も幼少期を思い出し、非常に懐かしく思った。２０万本ものアーカイブス映像が保

管されているということだったが、中高年以上の人は非常に楽しむことができる企画

だと思う。今回に限らず、ぜひ制作を続けてほしい番組だった。 

 

○ 同じく１２月１０日(金)の「ひめＤＯＮ！」を視聴した。松山局の首藤奈知子アナ
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ウンサーと、特別ＭＣとして大阪局の武田真一アナウンサーが出演し、とても和やか

な番組だった。1988 年の宇和島東高校の初優勝映像はとても懐かしかった。このよう

に懐かしい映像を見たいと思う視聴者は大勢いると思う。どれもとても貴重で見応え

がありよかった。出演した方々が昔話に花を咲かせ、笑顔になる様子も印象的だった。 

 

○ １２月１０日(金)のあわとく「家族であるために～夫が女性になりました」を視聴

した。ＬＧＢＴＱ当事者に焦点を絞った番組は多くあるが、その周囲の人間を丁寧に

取り上げる番組は必ずしも多くはない中、この番組はカミングアウトされた側の妻の

葛藤を描くことで、家族とは何かを問いかける非常によい番組だった。カミングアウ

トされた当時はあくまでひと事だったという話や、脳性まひのある息子と接する中で

夫の変化を個性として受け入れられるようになった話など、非常に貴重な内容だった。

実名で息子の顔まで紹介した今回の番組は、阿南市で生活するこの一家にどのような

影響を及ぼしたのかという点も踏まえて、地域でマイノリティーとして生きることを

考えさせるような番組を制作してほしい。 

 

○ 同じく１２月１０日(金)の「あわとく」を見た。徳島放送局が制作する番組を長年

視聴しているが、これまででもっとも挑戦的な番組と感じた。出演した夫妻が住む阿

南市は人口も７万人程度のいわば地方都市にも関わらず、子どもも含めて実名を出し、

赤裸々に番組化した決断力がすごいと思った。将来におけるリスクも含めて、十分話

し合って強い信頼関係を築き、番組化に至ったことがうかがえた。その努力に敬意を

表したい。 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年１１月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１５日(月)、東京第一ホテル松山におい

て、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴してもらった「もっと四国音楽祭２０２１」を含め、

放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１２月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞ

れ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  田井ノエル  (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

西本 佳代 （香川大学大学教育基盤センター准教授） 

              三木千佳子 （徳島県邦楽協会会長） 

村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

＜「もっと四国音楽祭２０２１」（総合 １０月２９日(金)放送）について＞ 

 

○ 毎年視聴しているが、今年が一番視聴しやすかった。１時間を超える番組というこ

ともあり、これまでは途中で飽きてしまうこともあったが、今回はあっという間に感

じた。いろいろと手法を変え工夫を重ねており、番組の成長をうかがえた。番組への

視聴者参加が欠かせないことや、ＮＨＫ四国のテーマソング「ふるさとの色」の定着

の観点からも、視聴者が「ふるさとの色」を歌うのがよいとは思うが、放送に堪えら

れる質になるかという問題がある。今回は、愛媛県出身でタレントの友近さんが道後

温泉で「ふるさとの色」を熱唱したが、都会に出た人がふるさとを思う歌詞に友近さ

んの人選はぴったりで、よい企画だった。「ふるさとの色」の使い方と、視聴者参加と

の兼ね合いは今後も課題になると思う。高知県の高校生、愛媛県と香川県の中学生の

合唱部、よさこいの踊り手と視聴者の参加が充実していてよかったが、「Ｔｉｍｉｎｇ」
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の歌唱は少し聞きづらい部分もあった。来年度以降の放送も楽しみにしている。 

 

○ 単なる歌番組ということではなく、表現することを通して、人間ドラマを見ている

ような印象を受けた。コロナ禍が続き、私たちの日常生活のさまざまな場面でも、リ

モート技術や、その活用が一般的になってきている中で、それらを上手く使った番組

だった。愛媛県と香川県の中学生と、東京のＬｉｔｔｌｅ Ｇｌｅｅ Ｍｏｎｓｔｅｒ

をつないだリモート合唱は、同じ空間にいなくても、気持ちを通い合わせて一体とな

った雰囲気をつくることができていたと思う。今後、新型コロナウイルスと付き合い

ながら世の中が動いていくと考えられるが、来年以降の音楽祭の中でどのようにリモ

ートを活用し、制作に取り組んでいくのか期待している。 

 

○ 司会の南原清隆さんと友近さん、演歌歌手の三山ひろしさんのトークが軽快で全体

を通して楽しく見ることができた。Ｌｉｔｔｌｅ Ｇｌｅｅ Ｍｏｎｓｔｅｒと中学生

の合唱は、モニターを生徒の間に配置していることで、一緒に歌っている雰囲気が伝

わってくるよい演出だった。また、南原さんと高校生による「Ｔｉｍｉｎｇ」は、生

徒のダンスや歌も、文化祭のような和気あいあいとした雰囲気があり、非常に楽しい

気持ちになった。友近さんの「ふるさとの色」は、歌唱力も高く聞き応えがあったほ

か、能舞台での映像もとても見応えがあった。ただ、シンガーソングライターを目指

す高校生の企画が気になった。自身が作詞作曲した曲を視聴者に向けて披露する前に、

恩師に一部披露し、恩師が涙ながらに感想を述べてしまったために、視聴者としては

置いてきぼりにされたような印象を受けた。歌を披露してから恩師と交流するなど順

序を工夫してほしかった。 

 

○ これまで視聴した「もっと四国音楽祭」の中では、一番よい内容だった。コロナ禍

ということもあり、リモートを駆使した企画とステージでのパフォーマンスを掛け合

わせたハイブリッド型の番組は、音楽番組という領域を超え、人々に絆を再認識させ

る力があると思った。アンジェラ・アキさんが校歌を作詞・作曲をした徳島県立しら

さぎ中学校は、若者から年配の方まで世代を超えてともに学んでいる姿が印象的だっ

た。生徒とアンジェラ・アキさんとの交流は、一つのドキュメンタリーとして、掘り

下げる価値があると感じた。「四国らしんばん」で取りあげても、十分迫力があるもの

ができるのではないか。一方で、番組名の「音楽祭」ということばは、一定の期間に

特定の地域や会場で行う音楽行事という意味合いが強く、今回の番組の内容とはやや

ずれを感じた。このような総花的なイベントや番組を否定するつもりはないが、昨年、

今年と磨きをかけた新たな形式をさらに発展させ、テレビ離れが著しい若者も引き込

むような魅力的な番組への進化を期待したい。 
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（ＮＨＫ側）      

 一昨年までの「もっと四国音楽祭」はホールでの収録、コロナ

禍の昨年は、オールロケもしくはリモート収録という形を取ってき

たが、今年はホール収録と事前ロケの企画を織り交ぜる形にした。

どのように受け止められるか不安もあったが、違和感なく見てもら

えたようで安心している。今回の「Ｔｉｍｉｎｇ」のように、今後

も番組への視聴者参加として、一般の方に歌ってもらう場面がある

と思うが、放送として十分な質を保つこととの兼ね合いを検討した

い。 

 

○ 松山局の首藤奈知子アナウンサー、香川県出身の南原さん、高知県出身の三山さん、

愛媛県出身の友近さんたちのトークが軽妙で見応えのある番組だった。愛媛県、香川

県の２つの中学校の合唱部は、コロナ禍で思うように活動できなかった気持ちを、今

年のＮＨＫ全国学校音楽コンクールの課題曲に乗せておりとても感動した。高知中央

高校と南原さんの「Ｔｉｍｉｎｇ」は、ダンス部オリジナルの振り付けや、運動部の

生徒のユニフォーム姿など楽しく視聴した。徳島県の夜間中学校の企画では、年代を

問わずに学ぶ生徒の姿に、刺激を受けた人は多かったと思う。香川県に伝わる獅子舞

は地元の皆さんも一緒に楽しめる企画だった。また、１１月１１日(木)の「あさイチ」

で徳島県がコスプレの聖地だと紹介されているのを見て、来年の音楽祭にも活用でき

るのではないかと思った。 

 

○ 全体的に、視聴者の気持ちに寄り添うようにつくられており、元気がもらえた。７

２分という比較的長い放送時間だったが飽きずに見ることができた。しらさぎ中学校

については、開校時のニュースも見ており、校歌も何度も聞いたことがあったが感動

し、今回の放送で音楽の力を改めて感じた。「自分のテンポで飛び立てばいい」「がん

ばりたいという気持ちが生まれた瞬間が美しい」というアンジェラさんのことばに励

まされた視聴者も多かったと思う。香川県の獅子舞や高知のよさこいなど各地の祭り

も紹介されており、地元の人々はうれしく思ったのではないか。南原さん、友近さん、

三山さんたちの、地元への愛や、地元を盛り上げたいという気持ちがとても伝わって

きて、温かい気持ちになれる番組だった。 

 

○ 通常の歌番組と比べて、視聴者とのコラボレーションが特徴的で、かつ一つ一つの

企画にストーリーを持たせている点が非常によかった。関係者の思いを時間をかけて

紹介し、パフォーマンスを見せる流れは、視聴者が引き込まれる構成になっていると

感じた。コロナ禍で思い通りにならないような時期が続いている中、歌を通じてエネ
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ルギーをもらったり、前向きな気持ちになったりした人も多いのではないかと感じた。

また、南原さんが司会だけに留まらず、獅子舞などのさまざまなパフォーマンスに参

加したことは、四国の視聴者にとってうれしいことだと思う。デビュー前のアーティ

スト２人については、もう少しストーリーの紹介があればよかった。 

 

○ コロナ禍でも夢の実現に向けてがんばっている人たちを応援しようという番組にな

っており、昨年より心に響くものがあった。全体の時間配分も適切だった。特に、し

らさぎ中学校で、年齢が異なる生徒が夢を持ってがんばっている姿がすばらしいと思

った。香川県の獅子舞は、奉納を目的とした舞ではなく、ショーとして見せる獅子舞

をつくろうという動きが番組を通じて生まれたと知り、単なる音楽番組という域を超

えてあらたな試みを生み出したことに価値があると感じた。フィナーレは昨年のよう

に４県の祭りすべてではなく、よさこいの演舞のみだったためじっくり落ち着いて見

ることができた。ただ、なぜ島津亜矢さんを起用したのか少し腑に落ちなかった。ま

た、マスクを着用している人としていない人が共演する場面が気になった。一定のガ

イドラインに沿ったものだとは思うが、違和感なく見ることができる方法はないのか

と感じた。 

 

○ 歌と背景にあるエピソードが丁寧に紹介されていて、最後まで楽しく見ることがで

きた。愛媛県と香川県の中学生と、Ｌｉｔｔｌｅ Ｇｌｅｅ Ｍｏｎｓｔｅｒの合唱は

聴きほれた。友近さんの「ふるさとの色」の歌唱力と能舞台の映像美にも引き込まれ

た一方で、コロナ禍の道後の人出の少なさにも驚かされた。徳島県の夜間中学校「し

らさぎ中学校」のアンジェラ・アキさんが作った校歌は、学校の成り立ちなどの意味

が込められていてすてきだった。香川県の獅子舞の共演は、去年の音楽祭が発端だっ

たと知り、このような繋がりが展開していくことはすばらしいと思った。最後のよさ

こいは気持ちが明るくなり、感動的なフィナーレだった。 

 

（ＮＨＫ側）      

徳島県がコスプレの聖地だという話題については、今後可能性を

探ってみたい。マスクの着用については、制作側としても非常に難

しかった。中学生は、校内ではマスク着用の決まりがあったことや、

ＮＨＫ全国学校音楽コンクールが本戦を含めてマスク歌唱となって

いることを踏まえて着用したままの撮影とした。「Ｔｉｍｉｎｇ」を

歌った高校生は、マスクはせずアクリル板を設置して感染対策をし

たが、結果的に統一感がないように見えてしまった。来年以降も期

待に添える番組となるよう頑張っていきたい。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○ 「みんなの体操」は、１０月から男性も加入し、力強さがあってよいと感じている。 

 

○ １０月３１日(日)に投開票が行われた衆議院議院選挙の開票速報番組は、従来に比

べ、午後８時の時点での当確が全国的にとても多く出ている印象を受けた。すでに結

果が出ているにも関わらず、地方局から伝えられる県内の状況は、同じ内容の放送が

何度も流れ、興味を欠いてしまった。従来のＮＨＫの開票速報番組では、全国のブロ

ックごとに得票を出しながら情報分析をしていたが、今回は注目区ばかり何度も同じ

内容が伝えられていた。自分の住む県の結果だけではなく、四国各県や全国各地の情

報を知りたい視聴者は多いと思う。全体を通して、ＮＨＫらしい選挙特番ではなく残

念だ。 

 

○ １１月３日(水)と６日(土)のＮＨＫスペシャル「ジェンダーサイエンス」を視聴し

た。いずれもとても興味深い内容だった。１１月３日（水）の第１集「男×女 性差

の真実」は、イスラエルの最新の研究が紹介されていた。「男性脳」、「女性脳」という

区分が実態のように繰り返し言われてきたことにへきえきしていたが、番組の中で誤

解を解いておりすっきりした。１１月６日(土)の第２集「月経 苦しみとタブーの真実」

は、月経を正しく理解して、誰もが働きやすい環境を目指す取り組みが紹介されてい

た。月経はタブー視されやすく、なかなか番組でも扱われることはない一方で、多く

の女性にとって切実な問題だ。今回のテーマ選択の秀逸さに感心した。 

 

○ １１月６日(土)のＮＨＫスペシャル ジェンダーサイエンス（２）「月経 苦しみと

タブーの真実」を見た。スタジオやゲストが明るく、前向きに率直に話しができるよ

うな雰囲気でとても見やすかった。ジェンダーの話題が取り上げられることが増えて

きたが、日本では根本的な性について学ぶ機会が少ないという現状がある。月経に関

しての生物的な学習の機会がもっとあれば、状況は改善していくことも多くあると思

うため、今回の番組で月経の過程などがわかりやすく紹介されたのは、とても意義の

あることだと思った。月経は個人差も大きく、どうしても内向きに処理しようとし、

通院のハードルが高いという面もあると思うが、この番組を通して、きちんと受診す

る人が増えてほしいと思った。 

 

○ １１月５日(金)の四国らしんばん「グレートニッチ企業Ⅱ～四国から世界へ挑め～」

を視聴した。香川県の製麺機メーカーが、世界６０か国以上の顧客から支持を得てい

たことが紹介され、四国でこのような企業があったことを初めて知った。ダーツの羽
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を作る愛媛県の金型メーカーの紹介では、当初シェアがほとんどない中、海外の一流

プレイヤーに営業をかけ、周りを巻き込んで業績を伸ばしたという行動力に驚いた。

そのほかにも徳島県のＬＥＤメーカーや、遠隔で検診する医療機器を香川大学と共同

で開発した香川県のベンチャー企業、高知県の土木会社などが紹介され、どの分野で

もマインドの強さと行動力が欠かせないことがよく伝わり、四国のパワーを感じられ

るよい番組だった。 

 

○ 同じく１１月５日(金)の「四国らしんばん」を視聴した。製麺機を世界に輸出して

いる香川県のメーカーは、麵作りの工程をすべて１台でできるようにし、他社と差別

化しただけではなく、アフターフォローも徹底していた点がとても魅力的だった。ダ

ーツを作っている会社が四国の企業だったことは親近感を感じたほか、プロ選手に直

接売り込みに行くなどの行動力がすばらしいと思った。徳島県のＬＥＤメーカーは、

ＡＴＭで偽札などを感知するなど、社会的に貢献度も高い技術を持っていると知り感

心した。最後の「行ってみる、聞いてみる」というまとめは、今回取り上げたどの企

業にも通じており、うまくまとめられていたと思う。全体を通して、第１弾よりも内

容が充実しており楽しむことができた。第３弾にも期待している。 

 

○ 同じく１１月５日の「四国らしんばん」を視聴した。世界を相手に活躍する企業が

紹介されていて、大変おもしろかった。経営者の視点や仕事への姿勢などを含め、５

つの事例がわかりやすく紹介されていた。コメンテーターの発言もよかった。世界シ

ェア 1 位という徳島のＬＥＤメーカーは、８人で経営していると紹介されていたが、

実際に８人でどのように経営しているのかをもっと知りたかった。経営者としての切

り口ではなく、グレートニッチ企業で働く地元の若者に焦点をあてたものも見てみた

いと思った。若者が世界を舞台に四国でも活躍できるという大きな可能性があること

をもっと知ってもらいたいと感じた。 

 

○ 同じく１１月５日(金)の「四国らしんばん」を視聴した。ゲストのコメントも適切

で、非常に分かりやすかった。グローバル化が避けられない企業も多くあると思われ

る中、スタートアップ企業のためにも、引き続き第３弾、第４弾の制作を続けてほし

い。 

 

○ ＢＳ1 の「国際報道２０２１」は、国内であまりニュースとして取り上げていない

ことがテーマになっている点を気に入っており、よく視聴している。１１月１０日(水)

の放送では、グラスゴーで開催されたＣＯＰ２６の特集があった。ゼロエミッション

の船のエンジン開発について取材をしており、国際海運での二酸化炭素の排出にスポ

ットを当てていた。愛媛県でも、今治市を中心とした海事産業において関連があるた
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め非常に参考になった。そのほかの放送回でも、日本国内のビジネスのヒントになる

テーマをとりあげており、とてもおもしろい番組だと思う。 

 

○ ＮＨＫのニュース防災アプリを活用している。四国の利用者は近隣の県の情報にも

関心が高いため、一つの都道府県だけではなく、四国地域というくくりで設定できれ

ばよいと思う。また、スマートフォンは若者の情報収集のツールとなっているが、こ

のようなアプリがあることはあまり知られていない。現在、テレビと若者との間に距

離がある中、このようなアプリからテレビの視聴に引き込むことも、一つの重要な戦

略ではないかと思う。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年１０月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、松山拠点放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、２０２１年度後半期の国内放送番組の編成について説明があり、

２０２２年度の番組改定とあわせて意見の交換を行った。続いて、事前に視聴しても

らった「四国らしんばん 空き家が生まれ変わる！？～四国の空き家活用最前線～」

を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１１月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞ

れ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  阿部 和孝 （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

小松 圭子 （有限会社はたやま夢楽代表取締役社長） 

田井ノエル  (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島代表理事） 

西本 佳代 （香川大学大学教育基盤センター准教授） 

              村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２１年度後半期の国内放送番組の編成」および 

「２０２２年度の番組改定について」＞ 

 

○ 「ロコだけが知っている」に期待している。ぜひ、地域のよさを全国に発信してほ

しい。 

 

○ 大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」は、脚本や出演者に楽しみな顔ぶれがそろっており
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期待している。 

 

○ ４０代・５０代の女性をメインターゲットにしている「あさこ・佳代子の大人なラ

ジオ女子会」のように、特定の世代に向けて制作された番組には需要があると思う。

音声波に限らず、ほかにも広げてほしい。 

 

○ ＳＤＧs に関しては、次の世代に向けて浸透させるような番組作りが重要だと思う。

また、２０２２年度以降は、新型コロナウイルスを取り巻く状況も大きく変わると考

えられる。アフターコロナに向け、社会経済活動の復興につながるような番組を作っ

てほしい。 

 

 

＜四国らしんばん「空き家が生まれ変わる！？～四国の空き家活用最前線～」 

（総合 １０月１日(金)放送）について＞ 

 

○ 先進的な自治体の取り組みの紹介のみにとどまらず、身近で活用できそうなサービ

スの紹介もあり、バランスがよく、とても勉強になる番組だった。高知県梼原町の取

り組みは、先進的な例としてニュースで取り上げられることも多いが、最近の話題を

織り交ぜて紹介されていたため、既視感なく見ることができた。愛媛県大洲市につい

ては、伝統的建造物群保存地区のある隣町の内子町と比較すると魅力が劣ると感じて

いたが、番組を見て、改めてゆっくりと訪れたい街だと感じた視聴者も多いのではな

いか。ゲストで出演した明治大学の野澤千絵教授は、専門家としての客観的な評価や

指摘が的確でよかった。今後、過疎化が進み廃村になる集落が増加すると考えられる

が、残された宅地はどのようになるのか気になった。 

 

○ 四国の５軒に１軒が空き家というデータを初めて知り、とても驚いた。高知県梼原

町の空き家を借り上げ、リフォーム後に月１万５千円で貸し出すというサービスは、

移住希望者からの申し込みが相次いでいるということから、過疎化対策への可能性を

感じた。空き家の活用は所有者との権利関係が障害となり、難しい面もあると思うが、

梼原町のように所有者と利用者を結ぶのが自治体であれば、安心感もあるだろうと思

った。また、明治・大正時代に建てられた家屋をカフェやホテルに転用し、地域観光

の目玉にするという大洲市の取り組みは、非常によいまちおこしだと感じた。空き家

問題が避けて通れない中、古民家の改装や地方移住がコロナ禍で増えているという報

道をよく見聞きするが、そのブームを後押しするような内容だった。この機会に空き

家の売買や賃貸が進めば、地方の活性化に繋がるのではないか。さまざまな切り口で

このような番組の制作を続けてほしい。 
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○ 自治体が空き家対策を進める例として挙げられた高知県梼原町と愛媛県大洲市の取

り組みは、自治体が主体となる利点が多く、合理的に思えた。これまで空き家を資源

ととらえる発想がなかったため、とても新鮮だった。番組の後半では、個人間での空

き家の売買について触れられていたが、不安がぬぐえない部分もあり、前半に紹介し

た自治体の取り組みと比べて魅力が落ちると感じた。番組の最後に、個人ができるこ

ととして、「住まいの終活をしておく」とまとめられていたが、これは家を残す側の視

聴者に向けたものだと感じた。若い世代にとっては、親が家を残した場合にどうした

らよいかという点がやはり気になる。残された側は具体的にどうしたらよいのかとい

う視点がやや不足していた。まとめの部分は、非常に早口で終わっており、番組の時

間内に無理やり収めたような印象があり残念だった。 

 

○ 高知県梼原町の取り組みは、移住者の呼び込みを本気で行っているという熱意がと

てもよく伝わった。コロナ禍によるリモートワークの普及も、追い風になっているの

ではないかとか感じた。移住者と町を繋ぐ町の嘱託職員の片岡幸作さんのような存在

も大きいと感じた。大洲市の事例でも、自治体と連携して空き家再生を行う民間会社

代表の井上陽祐さんが紹介されており、いずれの事例もキーパーソンの活動が印象的

だった。ただ、自治体が空き家の改修費用などをどの程度負担しているか詳細を知り

たかった。空き家を取り壊して更地にすると、固定資産税の負担が重くなるという問

題点も聞いており、空き家問題の解決には時間がかかると感じている。税に関する情

報や、空き家対策特別措置法の観点からも切り込んで紹介してほしかった。 

 

○ 空き家問題が年々深刻さを増していることは、漠然と理解していたが、番組冒頭で

具体的な数字を使って丁寧かつテンポよく説明され実情がよく分かった。空き家の活

用を促進するキーパーソンと、借り手についてはよく取材していたと思うが、空き家

の元の持ち主について言及がないことが残念だった。番組のタイトルに「最前線」と

あったが、全体を通して想定の範囲内の事例ばかりで、空き家問題に関する現状を伝

えたという程度だった。自分にとって目新しい情報がなく、せわしない印象を受け、

内容を理解しづらかった。 

 

（ＮＨＫ側）      

空き家問題は、暗いテーマになりがちだが、活用法に軸足を置く

番組構成にすることで希望を持って見てもらえるような内容にした。

前半で紹介した２つの自治体の取り組みは、自治体と所有者、借主

の誰もが損をしないという形が、取り組みを持続させていくうえで

大切だと考え、取り上げた。後半は、もし自分が空き家を持ってい
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たらどうするかという視点で、解決のヒントを提示する内容とした。

四国らしんばんのようなスタジオ番組は、番組の最後でどのように

総括するかは、時間の配分も含めて大事であり、事前の打ち合わせ

などでよく詰めて臨むよう改めて意識していきたい。 

 

○ 空き家問題は身近なものと感じており、興味を持って視聴した。空き家の現状や活

用事例、活用のシステムや自治体・民間企業・個人の関係がよくまとめられていてわ

かりやすかった。四国は将来、３軒に１軒が空き家になるというデータは衝撃的だっ

た。一方で、空き家の定義や空き家活用をためらっている人の声の紹介があってもよ

かったと思う。空き家問題は、その地域のさまざまな問題とリンクしているため、今

後も角度を変えて取材してほしい。比較的暗い話題になりがちだが、四国は全国に先

駆けて解決策を模索している地域でもある。四国での解決策が全国にも展開できる可

能性を感じる大変意義のある番組だった。 

 

○ 番組のサブタイトルは、四国の空き家の現状を嘆くのではなく、課題解決の最先端

を進むことができるという前向きなものだと感じた。番組全体を通して、四国だから

こそ全国へ発信できることがあるという意気込みを感じられ、好感が持てた。このよ

うな番組を引き続き作ってほしい。番組の構成も、空き家の背景から空き家活用の具

体的事例、解説と、とてもわかりやすい流れだった。いずれの取り組みも期待できる

形でまとめられており、希望の持てる内容だった。一方で、番組では、課題に該当す

る部分があえて紹介されていないような印象を受けた。課題も視聴者が知るべき情報

だと思うので、もう少し触れてほしかった。 

 

○ 四国らしんばんにふさわしいテーマの一つだったと思う。ただ、番組の前半と後半

で取り上げた内容が異なっており、全体としてはしっくりこない作りだった。前半は、

地域づくりを主題に、その有効な手段として空き家があるという内容であり、後半は

空き家の売買や譲渡など空き家そのものを主役とした内容であり、両者のつながりが

分かりづらかった。番組の後半で、空き家の売り主と買い主が直接情報を交換する民

間のサイトが紹介されていたが、数年前に公的な空き家バンク制度というものが始ま

っている。こうした公的な制度との関連性をしっかり説明するべきだった。よいテー

マなだけに、番組前半、後半それぞれの内容で別の番組として掘り下げたほうがよか

ったと思う。 

 

○ 高知県梼原町の話題では、移住してきた夫婦が今後定住するのか疑問に思った。や

はりその場所に産業が発展しなければ、リモートワークが終了したら離れてしまうの

ではないかと思う。また、大洲市の取り組みについては、空き家の活用というよりは、
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歴史的建造物の活用例としてとらえたほうが本質に迫るのではないかと思う。空き家

をリノベーションして観光資源化しているだけではなく、その土地や建物が持つ歴史

的価値を保全しているところが重要で、その価値を観光まちづくりに活用していると

いう表現のほうが妥当だと思う。そういった違う角度からもう一度大洲市の事例を取

り上げると、地域の抱えている課題や背景、解決方法や成果を踏み込んで取材、制作

できるのではないか。また、番組終盤で紹介された「住まいの終活」も大事だと思っ

た。 

 

○ 空き家問題の負の側面だけではなく活用という面で企画されていたこと、そして空

き家にしないための取り組みが紹介されていてよい番組だと感じた。また、ゲストの

野澤教授の解説はわかりやすく、制作意図は十分に伝わった。高知県梼原町の例は、

嘱託職員の片岡さんのような土地勘があり情熱を持った人材と、地元の受け入れ態勢

が必要だと理解できた。大洲市の例では、井上社長がリノベーションの方法だけを説

明していたが、事業スキームも成功要因となっていると思うので、事業スキームも紹

介すべきだったのではないか。空き家対策は、人材や立地、受け入れ態勢が恵まれた

一部の地域でしか成功していない現状がある。こうした現実をもっと深掘りした番組

も別途作ってほしい。空き家問題はますます重要な問題となってくる。引き続き取材

をお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

大洲市のケースでは、プロジェクトの内容を簡略化して伝えたが、

地域のさまざまな主体が連携することで持続可能な解決策につなが

るという視点にも触れるべきだったと考えている。空き家問題は、

地域をどう活性化するか、地方力にかかわる重要な問題だと考えて

おり、四国から全国へ向けて継続的に情報発信していきたい。空き

家については、今年、静岡県熱海市で起きた土砂災害の際、空き家

が多かったため、どこに誰が住んでいるのか分からず救助活動が難

航したという指摘もある。空き家の増加が地域のコミュニティーを

脅かす可能性など、さまざまな視点での取材も進めていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ １０月３日(日)放送のＮＨＫスペシャル「中国共産党 一党支配の宿命」は、毛沢

東の秘書をしていた李鋭という男性の日記から中国共産党１００年の歴史を紐解いて

いた。鄧小平や習近平といったリーダーたちの支配が繰り返されていくさまが伝えら
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れ、わたしたち日本人にとって参考になる番組だった。この「ＮＨＫスペシャル」か

らしばらくして放送された１０月１６日(土)のＮスペ５ｍｉｎ．「中国共産党 一党支

配の宿命」は、｢ＮＨＫスペシャル｣本編の要点がわかりやすくまとめられていた。こ

のような番組は、むしろ本編よりも先に放送することで、視聴誘導につながるのでは

ないかと思うので、編成を工夫してほしい。 

 

○ １０月８日(金)のさぬきドキっ！「気象予報士・悠さんの全力旅！～秋の香川を大

満喫～」は、香川県内を旅する気象予報士の鈴木悠さんが気象に関する細かい知識を

随所に披露していて、ためになる内容だった。今後も続けていってほしい企画だと思

った。 

 

○ 同じく１０月８日(金)の「さぬきドキっ！」を見た。鈴木悠さんの楽しいキャラク

ターを生かしながら、秋の香川の魅力を取り上げ、天気や気象に関する豆知識も紹介

していて、軽快でさわやかな番組に仕上がっており、思わず出かけたくなる気にさせ

る番組だった。今後も、時候にあわせてこうした番組を作ってもらいたい。 

 

○ １０月８日(金)のとさ金「ひめＤＯＮ！×とさ金 不思議がいっぱい！四国の海！」

は、高知県と愛媛県にまたがった足摺宇和海国立公園の海域を、黒潮というテーマで

取り上げており、黒潮が運ぶ南の海の幼魚やさまざまな特徴ある生物など、初めて知

ることばかりだった。スタジオや出演者の服装もカラフルで明るい雰囲気の番組だっ

た。出演者の幼魚採集家は個性的なキャラクターだったが、非常に落ち着いた語り口

で、最後まで安心して視聴することができた。黒潮については、これからもいろいろ

な切り口で取り上げてもらいたい。 

 

○ １０月１１日(月)の万物トリセツショー「食欲」（総合 後 7:57～8:42）は、食欲

やダイエットという人間にとっての永遠のテーマともいえるものについて、実際にデ

ィレクターが７２時間の断食を体験していることに説得力があり、食欲のコントロー

ル術といったことも紹介されていて、楽しく見ることができた。 

 

○ １０月１５日(金)の四国らしんばん「ウィズコロナ時代 成長の条件は～二極化す

る四国経済～」を見た。業績が上がっている製紙会社が紹介されていたが、新型コロ

ナウイルスの感染拡大前から変化に適応できる環境を整えていたことが成長の条件に

なっていると思った。地方銀行が、経営危機の打開に取り組む地元企業を支援してい

る様子は、銀行に対して抱いていたイメージとまったく違ったもので感心した。一方、

取り上げたのが愛媛県内の企業ばかりだったのは、四国に向けて放送する番組として

は偏っているのではないかと感じた。 
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○ １０月１６日(土)の「ギュッと！四国」のオープニングで、徳島県三好市の見事な

雲海の映像が中継されたが、これについて番組のキャスターが、吉野川が見えないの

が残念だというコメントをしていた。雲海は気象条件が整わないとなかなか見ること

ができない珍しい映像であり、雲海に触れるコメントをするべきではなかったかと思

う。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年９月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１３日(月)、松山拠点放送局において、９

人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴してもらった「柏島～海と人がつむぐ命の物語～」を

含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１０月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞ

れ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

委  員  小松 圭子 （有限会社はたやま夢楽代表取締役社長） 

田井ノエル  (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島代表理事） 

西本 佳代 （香川大学大学教育基盤センター准教授） 

              村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「柏島～海と人がつむぐ命の物語～」（総合 ８月１３日(金)放送）について＞ 

 

○ 沖縄から移り住む人もいる柏島の 1,000 種を超える魚種の映像を楽しむことができ

た。なぜこんなに魚種が豊富なのかについても触れていてよかった。一方で、わずか

３０年で海の環境に大きな変化があり、「ほったらかしにしたら、すぐにだめになると

思う」というダイビングガイドの松野和志さんのことばには重みがあった。柏島で食

堂を営む島本きみさんは、テングサを「柏島の草」と表現していたが、「この草でみん

な生活した」ということばには、タイトルである「海と人がつむぐ命の物語」に通じ

るものがあった。身近な環境変化の大きな要因が「地球温暖化」であり、番組でも海

水温上昇について触れていた。海だけに限らず、環境変化は私たちの手にゆだねられ
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ていることを考えると、自然の恵みとともに環境問題を考える番組を、これからも積

極的に発信してほしい。 

 

○ 柏島の美しさや魚影の濃さ、多様な生命の営みを感じることができた。海水温の上

昇により、生態系に様々な変化がもたらされていることがよく分かった。松野さんの、

海の環境は「ほったらかしにしていたら、だめになる」ということばが印象に残った。

1990 年代と現在の海中を比較する映像があったが、明らかに背の高い海藻が激減して

いた。海中を映像として記録することがなければ、多くの人に伝えることができない

ことから、記録する大切さを改めて感じた。島本さんの、島の食堂を「命がある限り

続ける」ということばに彼女の生きざまを感じた。番組全体を通して、海に支えられ、

海とともに生きる柏島の人々の様子が描かれていると感じた。今後も追い続けてほし

い。番組のタイトルは、柏島の海の色やさんご礁が描かれていて、とてもかわいらし

かった。 

 

○ 柏島の海に生息する多種多様な生き物や、見事なさんご礁を、鮮明な映像を通じて

楽しむことができた。美しい海の生態系のバランスが水温の上昇などによって崩れて

きていることへの警鐘と、なんとか守ろうとしている柏島の人々の営みも伝えようと

していた。アオリイカの産卵場の再生については、海洋環境の変化の原因を海水温の

上昇としていたが、本当にそれだけが原因なのか、いつごろからそのような現象が現

れ、人々はどのように話し合い、環境保全の活動を始めたのか、どのような課題にぶ

つかっているのかなどを、もう少し丁寧に掘り下げてほしかった。伝統のところてん

について、材料のテングサが柏島で採れなくなり、今は室戸産を使っていると紹介さ

れていたが、「よそのものはつかいたくない」という店主が、室戸産に切り替えるまで

のプロセスや悩みをもっと掘り下げてほしかった。限られた時間内に、すばらしい海

の自然の紹介と、海洋環境の変化に人々が懸命に対処している姿の両方を押し込めよ

うとしたところに少し無理があった気がした。 

 

○ 全体的に和やかで癒やされる雰囲気が非常に好ましかった。環境の変化や、それに

対応する人々の姿も取り上げており、構成はバランスが絶妙にとれていたと思う。最

初の映像が美しくて引き込まれた。高橋メアリージュンさんの穏やかなナレーション

で、番組の方向性が理解しやすかった。アオリイカの産卵場を作った松野さんは「人

間のエゴかも」と言っていたが、人々の営みや島の心を守るのは大事なことだと思う。

コロナ禍で私たちの生活は変わってしまったが、元の生活を取り戻そうとしている現

状とリンクしていると感じた。テングサの産地を変えたところてんの味がどうなった

のか気になった。室戸のテングサは柏島の味に近いのだろうか。色は随分と違って見

えた。 
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○ 最も印象的だったのは、柏島の海の美しさだった。澄んだ海に、1,000 種を超える

という、色とりどりの魚とさんご礁が広がっていて、見ていて飽きない映像だった。

新型コロナウイルスの影響でレジャーを自粛しているので、ダイビングを疑似体験で

きてよかった。高橋メアリージュンさんのナレーションもよかった。番組の軽やかな

部分と深みを両方表現できる適切な人選だったと感じた。画面に表示されるタイトル

の色使いや、柏島の部分にさんごが描かれていることも、かわいらしくてよかった。

「海と人がつむぐ命の物語」というサブタイトルは気になった。番組内でアオリイカ

の産卵場の再生に対して「人間のエゴも感じる」という発言があったように、人がつ

むぐという表現は場当たり的と思われ、「海と人」というように併記はできないのでは

ないかと感じた。また、２５分番組であれば、美しい海とその変化に内容を絞り、問

題解決型の番組は別に制作してもよかったのではないかと思った。 

 

○ 以前から柏島の名前はよく聞いており、親近感を持って視聴した。新型コロナウイ

ルス関連の放送が多い中で、ほっとする番組だった。２５分という短い時間の中で、

単にきれいな場所として終えるだけでなく、柏島が抱える問題も複数取り上げていた。

また、それに向き合う人々の思いや活動も紹介されていて見応えがあった。柏島の周

囲には似たような美しい地域があるが、なぜ柏島にだけスポットが当たったのかを知

りたいと思った。海水温の上昇や磯焼けの問題は、どこの漁村でも抱える問題で、解

決への取り組みを長年、続けているところも多いと思う。松野さんが、こうした取り

組みについて「人間のエゴを感じる」と述べていて、現場で生きる人の葛藤も感じら

れた。 

 

○ ＮＨＫらしさが存分に出た見応えのあるすばらしい番組だった。水中での撮影は本

当に大変だったと思う。アオリイカの産卵の瞬間には思わず、感嘆の声をあげてしま

うほどだった。更に、きれいな海の映像の紹介だけで終わるのではなく、その地域の

人たちの思いや取り組みを関連づけたのが非常によかった。アオリイカの産卵場所の

再生は、とても衝撃的で、地域の子供たちと一緒に取り組んでいることは本当にすば

らしいと思った。タイトルの「命をつむぐ」瞬間を見ることができて感動的だった。

島本さんが、地元の海でテングサが採れなくなって、室戸のテングサを使うことにな

り、戸惑いながらところてんを作る場面では、本人の葛藤が映像として捉えられてい

た。地域に住む人たちの海に対しての思いと問題に取り組む姿勢を合わせて一つの番

組にしたことで、非常に見応えがあって印象に残る番組だった。 

 

○ 柏島の特徴や魅力が、美しい映像に、データや移住者のインタビューを交えてコン

パクトに解説されていて、知識がない視聴者にとっても興味をひかれる内容だった。
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番組では、地球温暖化による海水温の上昇、ところてんの原料となるテングサの枯渇、

アオリイカの産卵場所の荒廃など厳しい現実が紹介されていた。地球温暖化が豪雨な

どの大きな自然災害をもたらすだけでなく、柏島という身近なところの環境にも深刻

な影響を生み出しているということを改めて認識する機会になったのではないか。ま

た、島の環境を少しでも維持して回復しようという島民の努力も、しっかり取材がさ

れていた。その中で、「人間のエゴかもしれない」、「ほったらかしにしたらいけない」、

「命があるかぎり続けていく」という発言は非常に印象的だった。視聴者が環境問題

に関して、少しずつでも取り組むきっかけにしてもらうという意味でも、こうした身

近な事例を定期的に伝えていくことを期待したい。 

 

○ あまりなじみのない魚やイカの生態を紹介し、産卵やふ化の瞬間をしっかりと映像

化できていたことは、丹念な取材撮影によるもので大変よかった。サブタイトルの「海

と人をつむぐ命の物語」から想像した内容に比べて、人の営みの部分が若干少なかっ

たが、３人の出演者のメッセージをうまく引き出せていて、今の島の風景を次の世代

に残していきたいという島の人の強い意志が伝わってきた。一方で、海水温上昇と海

藻の消滅など海中の環境変化がどういう関係にあるのか、魚類の生態系には影響が出

ていないかなどの点についても説明が必要だったと思う。海水温上昇などの環境問題

に対して、どのように行動して行くべきか視聴者に問いかけがあってもよかったので

はないか。 

 

○ 魚の美しさと海水の透明感に驚かされた。色鮮やかな魚などが、たくさん集まって

いる映像は感動した。近年、水温の上昇などの環境変化によって、島の４０年以上の

名物である「ところてん」のテングサが取れなくなった事実を通して、環境問題に対

する危機感が分かりやすく伝わってきた。島本さんの、お店の紹介や表情がうまく捉

えられていて、なじみ客に室戸産のテングサのところてんを贈る場面や、「命がある限

り、草がある限り続ける」というコメントからは、島本さんの気持ちが伝わった。海

藻が姿を消し、アオリイカが減った事実と、対策に取り組む島民が紹介されていた。

木の枝を海藻の代わりに使って産卵が成功した場面は未来への希望が湧いた。アオリ

イカの稚魚が卵から飛び出す瞬間の映像と「次の世代のために産卵しているように、

僕らも次の時代の人たちに残していきたい」という松野さんのメッセージから自然を

守らなければと思える番組だった。島と海の夜景の映像もとてもきれいだった。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回の番組は、環境問題を声高に叫ぶのではなく、柏島の人たち

と海とのつながりや生息している魚を淡々と描いていく中から、そ

こに横たわる問題を浮き彫りにしていくことを目指して作り始めた。
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海洋環境の変化については、原因と結果の因果関係については、学

説もさまざまであり、結びつけて言い切りづらい。そのため、この

100 年で水温が 1.24 度上昇したというデータや、海藻が減ったこと

など、「事実を言う」までにとどめ、因果関係についてはあえて言及

しなかった。それでも十分にメッセージは伝わると考えたからだが、

環境に関する問題の伝え方についてご指摘いただいた点は、今後の

番組制作の参考にしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ８月１７日(火)放送のクローズアップ現代＋「新型コロナ重症者病棟“負のスパイ

ラル”が招く危機」は、東京オリンピックが開催されているなかで、第５波の猛威に

さらされている医療現場の実態を報告した番組だったと思う。オリンピック直前から

医療崩壊目前の放送日当日までの、病院の努力と苦悩がよく理解できた。重症者の急

増状況やデルタ株の脅威もよく伝わってきた。新型コロナウイルスの後遺症や妊婦の

感染問題にも触れていて、改めて個人の感染予防対策の重要性を認識した。今後も継

続して、医療現場の実態を報告してもらいたい。８月１０日（火）に放送されたフェ

イク・バスターズ「新型コロナワクチンと誤情報」（総合 後 10:00～10:45）もタイム

リーだった。ワクチンによって不妊になるという情報に関するツイートから発信源を

特定し、不確かな情報であるということを検証するという取り組みはすばらしいと思

った。フィルターバブルに陥る理由や、そこから脱出する方法、正しい情報を発信す

る取り組みなどが紹介されていて、大変有益な番組だった。 

 

○ ８月は豪雨が続いたので、テレビで伝えられるニュースや気象警報だけでなく、Ｎ

ＨＫのニュース・防災アプリも注視しながら過ごした。台風シーズンに入るので今後

も積極的に活用していきたい。 

 

○ 東京２０２０オリンピック・パラリンピックを見た。ＮＨＫの競技実況の中で、一

番よかったのがスケートボードだった。新しい競技ということもあり、解説がフラン

クで、それに合わせてアナウンサーのテンションが上がっていく様子が非常に好まし

かった。開会式と閉会式では、解説が少なく、ここで解説がほしかったという場面が

非常に多かった。市川海老蔵さんの睨みの意味は、普段から歌舞伎を見ていない人に

とっては分かりづらいのではないか。こうした場面に効果的な解説があれば、違った

印象を与えたのではないかと思い残念だった。 
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○ 東京オリンピック・パラリンピックは盛り上がったと思うし、私も放送を楽しめた。

ただ、スタジオのキャスターの扱いについて違和感を覚える場面があった。試合の直

前に、メインキャスターの元水泳選手が話していたが、ゲストの元プロ野球選手に、

これから始まる試合について専門的な視点で詳しく解説してもらいたい場面だと思っ

た。視聴者が何を求めているのか、どういうことばを求めているのか、どういう解説

を求めているのかを、視聴者目線で考えてほしいと思った。 

 

○ 東京オリンピック・パラリンピックは、無観客の中で、選手がどのようにテンショ

ンやモチベーションを上げていくか、最高のパフォーマンスができるのかが気になっ

ていたが、選手の戦いぶりを見てアスリートとしての姿勢に非常に感動した。女子マ

ラソンは前日に、スタートが１時間早まることが決まるという異例の事態も起きて、

放送も大変だったと思うが、きちんと伝えられてよかったと思う。見逃し配信は様々

な競技が観戦でき、活用した。 

 

○ ＮＨＫには、「ハートネットＴＶ」や「バリバラ」など、多様性について考える機会

を提供するすばらしい番組がある。多様性については、大事だと伝えておけばよいと

いう段階をすぎていると感じており、東京パラリンピックの放送を不安と期待を抱き

ながら視聴したが、結果としてとてもよい出来だった。特にデイリーハイライトがよ

かった。出演者が自分のことばで、その競技や選手の魅力を伝えていた。今回のパラ

リンピックとその報道は、視聴者に考えるきっかけを与えたと思う。今後もそのきっ

かけを育てるような番組制作を意識してほしい。 

 

○ 東京オリンピック・パラリンピックを放送する重要性は理解しているが、その一方

で、地域番組が縮小されたことには疑問を感じた。オリンピック・パラリンピックの

期間中、夕方に放送している「とく６徳島」が縮小され、地域のニュース時間が非常

に短くなった。一方で、民放は通常どおり午後６時１５分から放送していた。徳島県

民に徳島の情報を発信することは極めて重要であり、総合だけでなくＥテレも含めて、

うまく編成して発信してもらいたい。 

 

○ ９月１０日(金)の四国らしんばん「あかりの消えない教室 〜高知・朝倉夜間中学校

〜」を見た。こうした公設民営の夜間中学というのは、全国でも珍しいそうで、大学

生が勉強を教えて、運営する山下實さんが学びの環境作りをしていた。中学校という

名前はついているが、高校生から二十歳ぐらいの生徒もいて、多種多様な人がいるこ

とが印象的だった。経済的な事情や、家庭に問題のある生徒が多く、家や学校以外の

居場所作りに山下さんが貢献していて、本当にままならない人に手を差し伸べる姿が、

ひたむきで印象に残った。 
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○ 同じく９月１０日(金)の「四国らしんばん」を見た。タイトルにふさわしい内容の

濃い番組だった。ただ、中学校と言いながら小学生が通っているなど、すっきり理解

できない部分があった。朝倉夜間中学校がどういう経緯でできて、どのようなミッシ

ョンを持って運営されているかという説明をするべきだったと思う。初めて見る人に

とっても理解できるよう前提の説明があってしかるべきだった。 

 

○ 同じく９月１０日(金)の「四国らしんばん」を見た。２０年以上前から活動を続け

ていた朝倉夜間中学校の存在は知らなかった。学びの環境作りが、夜間中学校という

建物の枠を越えて、通う人たちの家庭生活にも深く入るケースや、児童相談所と連携

するなど、幅広い活動を行っていたことに驚いた。代表の山下さんが、やり直しはで

きると言っていたが、このことばにとても胸が熱くなった。実践する者こそが発する

ことばの強さであると感じた。一方で、限られた番組時間ではあるが、夜間中学校自

体の明かりが消えないように運営のあり方や費用負担などについて、もう少し踏み込

んで放送してほしかった。 

 

○ ９月１２日(日)のＮＨＫスペシャル「ＭＥＧＡＱＵＡＫＥ 巨大地震 ２０２１～

震災１０年 科学はどこまで迫れたか～」を見た。ＡＩを使ったデータ予測やスーパ

ーコンピューターを使ったデータ分析など、現在の科学技術の高さを知ることができ

た。巨大地震の前触れをつかむ手法が具体的に示されていたが、事前の防災につなが

る技術だと思った。ＧＰＳを使いながらミリ単位でプレートのひずみを読んで、地震

が起こる可能性を局地的にある程度予測できることにも驚かされた。中国が人工衛星

で電離層を観測して地震予知につながる科学データを収集していることも紹介されて

いて、科学技術の発展ぶりに驚かされた。再び視聴したくなる内容だった。 

 

○ ９月１３日(月)の「ワルイコあつまれ」（Ｅテレ 前 8:25～8:55）は、予告が一切な

く始まった。「慎吾ママ」というワードがトレンドになるなどＳＮＳで大きな注目を集

めたようだ。真面目なイメージのあるＮＨＫが、よい意味で突拍子もないチャレンジ

だった。実験的なものだと思うが取り組みを絶賛したい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年７月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１９日(月)、東京第一ホテル松山において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴してもらった四国各局平日夕方６時台のニュース情報

番組を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、８・９月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれ

ぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行 代表取締役頭取） 

委  員  阿部 和孝 （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

小松 圭子 （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長） 

田井 ノエル (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター准教授） 

              村上 健太郎（特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「ひめポン！」（総合 ７月６日(火)放送）について＞ 

 

○ 西日本豪雨から３年目のさまざまな動きを特集しており、甚大な被害をもたらした

豪雨災害を改めて考える機会となった。生徒２人が亡くなった後、休校となった怒和

小学校の元校長先生の話や、通学路の復旧が一部できていないため、バス通学をして

いる吉田中学校の生徒が紹介されており、３年前の被害を風化させないための番組構

成となっていた。吉田中学校が災害の怖さと、支援してくれた人たちへの感謝の気持

ちを忘れないように、復興祈念ルームを設置して、学校再開までの歩みをパネルで残

していることは初めて知った。吉田町でのボランティア活動後に町に移住した方や、
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大洲市の老舗造り酒屋の話題は、未来につながる後継者がいるという明るい話題でよ

かった。「ひめポン！」は丁寧な番組構成と、真面目で誠実な優しい雰囲気の番組であ

り、番組名「ひめポン！」の響きがよくて元気になる。視聴者の疲れが取れる癒やさ

れる番組として続けてほしい。 

 

○ 西日本豪雨の被害を松山市近郊ではあまり意識しなくなっているように思うが、復

興が完了していないことを、改めて知ることができた。一番印象に残ったのは、怒和

小学校の元校長先生についてだった。当時、６人しかいなかった児童のうち２人が亡

くなったことは、辛い体験だったのだろうと、その思いが短いＶＴＲからでも伝わっ

てきた。番組は、仮設住宅に住んでいる方の現状や当時のパネル展の話題から始まっ

て、かんきつ農業への移住者の思いや、再起をかける造り酒屋などの話題へと展開し

た。現実の厳しく、悲しい話から、最後には希望へ向かう明るい方向につながってい

く構成となっていて非常によかった。宇和島市吉田町からの中継で、住民が行ってい

る防災の取り組みをインタビューしていたが、ＶＴＲの企画として紹介したほうがわ

かりやすかったのではないかと思った。 

 

○ 日々の生活に追われる中で西日本豪雨の記憶を、視聴者に改めて思い出してもらう

メッセージになったと思う。大切な命が豪雨によって奪われたのを感じた。災害はい

つ起こるかわからないので、こうした記憶を風化させない地道な取り組みや、報道が

改めて必要だということを感じた。小学生２人が亡くなった怒和島では、休校時に制

作した碑に２人の笑顔が描かれていた。現在は、草が生い茂っているその場所の映像

からは、３年という月日を重く感じさせられた。吉田中学校からの中継では、復興祈

念ルームが紹介されていたが、災害に遭ったことがない児童たちの目に多く触れれば

よいと思った。西日本豪雨から３年というタイミングでＮＨＫが行ったアンケートに

ついて伝えられていた。特に被害の大きかった西予市と大洲市の 364 名を対象にして

いたが、回答数が若干少ないのではないか、また、結果を放送以外に何らかの形で公

表しているのか気になった。 

 

○ 最近、毎年のように各地で豪雨災害が発生しているが、そのリスクに対しての備え

をわが事として行っておくことがいかに重要かということを思い知らされる番組だっ

た。被災地の実態や、復興に取り組む人たちの声を継続して発信し、西日本豪雨災害

を風化させない取り組みは、地域に寄り添っていて、非常に重要なことだと思う。四

国では、南海トラフ地震の発生も予想されている。東日本大震災から１０年経ったタ

イミングではあるが、被災地以外の人にとって、若干ひと事になっているような感じ

もあるので、災害の恐ろしさと備えの大切さについてこれからも発信を続けてもらい

たいと思う。 
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○ 西日本豪雨から３年を受けて、課題が残る被災地の現状、復興に向けて頑張ってい

る人の姿などを、さまざまな切り口やテーマから伝えていて、視聴者に勇気を与えて

くれた。現在も仮設住宅で生活している人たちの現状や、宇和島市吉田町のパネル展

の紹介からは、当時の被害の大きさを改めて感じさせられた。怒和島で２人の教え子

を亡くした元校長先生への密着取材や、残されていた２人の机や、壁に描かれた似顔

絵からは、災害を忘れないというメッセージを感じて心にしみるものがあった。吉田

町からの中継では、崩壊した斜面の映像から３年という時間の経過を感じた。通学路

が復興していないなかで、ボランティアとともに防災連絡票の作成に取り組んでいる

中学生の話は頼もしく思った。造り酒屋の紹介では、将来を見据えて「ともに生きる」

という言葉が印象的だった。当時の避難者を対象としたアンケートは、新型コロナウ

イルスをおそれて、避難所を避ける傾向があるなどの結果を分析していて貴重な資料

だった。 

 

（ＮＨＫ側）      

西日本豪雨から３年が経過したこの時期に「ひめポン！」は、７

月６日と７日の２日間、関連するニュースや特集を集中的に伝えた。

被災者に寄り添い、この災害を風化させないという意識で、取材を

行った。これからも復興の途上にある現地の状況、被災者の思いを

継続的に伝えていきたい。吉田町からの中継で、住民が行っている

防災の取り組みを、ＶＴＲの企画で紹介したほうがよかったのでは

という意見をいただいたが、現場のライブ感とわかりやすく伝える

ことを、どのように両立させるか、検討していきたい。被災地アン

ケートの結果については、松山局のホームページで、特設サイト「西

日本豪雨から３年」を設けて掲載している。今後も「ひめポン！」

では、ＮＨＫが経営計画の柱に掲げている、命と暮らしを守る報道

を最重要のテーマとして展開していきたい。大雨、台風、地震とい

った災害、防災の強化などが重要なテーマだが、新型コロナウイル

スをめぐる動きもしっかりと伝えていくことが重要だと考えている。 

 

 

＜「こうちいちばん」（総合 ７月５日(月)放送）について＞ 

 

○ 熱海市で発生した土石流災害を受けて、高知県で土砂災害の多い地域に注意を促す

ものや、過去に大きな豪雨災害があった繁藤地域についての放送があった。ことしで

５０回忌の慰霊祭を迎えることを私は知らなかったので、よき学びの機会となった。
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行方不明の消防団員を捜索中に土砂崩れが発生したという消防団長の話からは、当時

のヘリコプターから撮影した映像もあり、土石流のすさまじさを知ることができた。

想定を超える大規模な災害に巻き込まれた場合、どうすれば生き残れるのかを考えさ

せられた。遺族の高齢化が進んでいて、慰霊祭を開催するのが難しくなっているとい

うことだが、災害の記憶をどう伝承していくのか、今後も取材を続けてほしい。出産

祝いのフォトムービーのリポートの中で、制作スタッフが全員、出産経験者で、母親

目線だから作れるというコメントがあったが、視聴者の中には出産経験のない方もい

るので、もう少し配慮があってもよかったのではないかと思った。 

 

○ 番組前半は新型コロナウイルスの情報から繁藤災害のニュース、その後にキャンド

ルアーティストや出産祝いのフォトムービーの話題が続き、見やすい流れだった。た

だ、新型コロナウイルスの感染状況を放送する際に、長時間、県の担当者が映ってい

たが、マスクで口もとがわからなかったので、途中で別の映像を差し込むなど、何ら

かの工夫がほしかった。また、県の防災砂防課長が、土砂災害警戒情報を、自分で確

認して行動につなげてほしいとコメントしていたが、具体的にどのようにすれば情報

を入手できるかといった補足があったらよかった。番組冒頭でニューストピックを紹

介する際、放送予定時刻が表示されるとよいのではと思った。地元のテレビ局のニュ

ースは、身近なので、たいへんイメージがわきやすく、番組を発信し続けるというこ

とは、たいへん大きな意義があると思う。また、県内の自然災害の伝承碑を紹介する

とか、ＮＨＫの災害アーカイブス等でもデータの検索ができるようになればよいので

はないかと感じた。 

 

（ＮＨＫ側）      

７月５日は繁藤災害から５０回忌の慰霊祭が行なわれる日であり、

繁藤災害を中心に伝えようと考えた。７月３日には熱海市で大規模

な土石流が発生して大きな被害が出ており、高知県にとっても、ひ

と事ではないということを伝えるために、県が注意を喚起している

というニュースも放送した。今後も災害の教訓を伝え続けるととも

に、大雨や台風、地震、事故の際にはいち早くニュースを伝えて、

防災や減災、視聴者の役に立つ報道に努めていきたい。新型コロナ

ウイルスやワクチン接種の情報は視聴者の関心が非常に高く、でき

るだけ細かく伝えることで、視聴者の方々に役立つ放送を目指して、

ニュースやリポートの取材制作を行なっていきたい。 

 

 

＜「とく６徳島」（総合 ７月８日(木)放送）について＞ 
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○ 女性アナウンサーと女性キャスターの２名が担当している番組だが、衣装やヘアメ

イクが気になった。視聴者がコロナ禍によって家で過ごす時間が多い中、アナウンサ

ーやキャスターはこの人を見たいと思われる存在であってほしいので、衣装やヘアメ

イクをより工夫してほしい。コロナ禍で暗い話題が多いが、視聴者が番組を見て元気

になるような、この放送を見て本当によかったなと思えるような話題や伝え方を意識

していただきたい。オリンピックのアーティスティックスイミング日本代表が、阿波

踊りを取り入れた演技をするといった話題や、アユ釣りの話題は、非常に好感を持つ

ことができた。写真家の大杉隼平さんのコーナーは、登場する徳島の人たちの瞬間的

な表情や、生きざまを映し出しており、毎回、感動している。一方、キャスター席の

デスク上にたくさんの筆記用具が並べてあることが気になった。キャスターの不安感

が伝わってくる気がするので、見えないところに置くなど工夫してほしい。 

 

○ 前半のニュースは、新型コロナウイルスや水害関連、阿波踊りに関わるものだった

が、県民の知りたいものをリストアップしており、ニュースとして違和感なく見るこ

とができた。ニュースごとに関係する人物のインタビューやコメントを丁寧に組み込

んでいたが、ニュースをより身近なものにする取り組みとして、評価したい。一方、

「徳島を撮る」は企画のねらいがはっきりしていないところが少し気になった。大杉

さんが撮った写真そのものを伝えたいのか、写真を撮っている大杉さんの姿を紹介し

たいのか、よくわからなかった。また、前半のニュースの中で、新型コロナウイルス

と水害に関わるニュースの放送順序が一部交差していたが、新型コロナウイルス関連、

水害関連とグルーピングをして伝えたほうが視聴者としてはわかりやすいのではない

かと感じた。 

 

（ＮＨＫ側）      

ニューススタジオが粗雑に見えないように気を配っていきたい。

ニュースの放送順序はニュースバリューによる位置づけもあるが、

グルーピングしてつながりを持って見ていただくことは大事だと考

えるので、これからも意識していきたい。「徳島を撮る」のコーナー

は、写真を撮っている大杉さんを、さらに私たちが撮るという試み

をしており、その構図がわかりづらさを生み出してしまったのかも

しれない。大杉さんの撮る写真から県内のいろいろなものが見え、

わかりやすくそれが伝わってくるように、工夫していきたい。 

 

 

＜「ゆう６かがわ」（総合 ７月５日(月)放送）について＞ 
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○ 「ゆう６かがわ」は、毎日、場所が変わるオープニングのウェブカメラの映像や、

カラフルなニュースの目次がよい。５日の放送については、少し圧迫感を感じる内容

だった。特集や「かわ知り」のコーナーでハザードマップ、気象情報でも熱中症の注

意点など、注意喚起の情報が多い気がしたためだ。どれも重要な情報だと思うが、ど

れかを別の日に移動してもよかったのではないか。森下桂人アナウンサーが高校野球

の香川大会について説明していたが、自信を持って生き生きと話していたのが印象的

だった。「えがけ！さぬきっず」のコーナーでは、イタリアのレッジョ・エミリア・ア

プローチという世界的に有名な活動を模範とする国内でも先駆的な取り組みを取り上

げており、とても期待している。ただ、犬の絵を描いた幼児に対して、撮影者が、「犬

に髪の毛があるよ」と問いかけていたが、幼児教育においては、表現の自由や創造性

などを重んじているので、別の質問の仕方があってもよかったと感じた。 

 

○ 高校生の時に岡山県倉敷市真備町で西日本豪雨に被災した大学生が、今度は支援者

を目指している企画が放送されていたが、その姿がすてきで非常に印象に残った。被

災した大学生が、誰でも災害を経験する可能性があるというセリフは、本当に私たち

に当てはまって、知っておくべき言葉だと思った。 

 

○ 午後６時という時間帯は、家事をしながらの「ながら視聴」や、民放と切り替えな

がら見る視聴者が多いことを考えると、番組冒頭や後半のはじめに、各コーナーの放

送予定時刻を告知したほうがよいと感じた。熱海市での土石流災害を受けて、香川県

の土砂災害警戒区域に関する情報や、ネットで居住地のハザードマップを入手する方

法を紹介していた。必要な情報をタイムリーに提供するということは報道の大きな役

割だと思うので、今後も続けてほしい。「かわ知り」では、東かがわ市の湊川を取り上

げ、平成１６年の台風による大雨で河川が決壊した経験に基づき、当時の市担当者の

コメントや略図等を活用し、命を守るポイントが簡潔に分かり易くまとめられていた。

河川流域の視聴者にとって有益な情報であるので、過去の企画を二次元コードから検

索できるようにしたり、台風シーズンに向けて、県内の主要河川版を制作して、ＨＰ

から確認できるようにしたりしてほしい。番組終盤しか見ることができない視聴者向

けに、当日の県内ニュースを、時間をかけて内容がわかるようにしたコーナーを終盤

に設けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

この日は、西日本豪雨から３年という節目にあたり、２日前の７

月３日には熱海市で土砂災害が発生していたこともあり、土砂災害

や水害に関わる情報をまとめてお伝えした。重いテーマが続き圧迫
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感があったという指摘をいただいたが、梅雨の終わりで水害が起こ

り得るというタイミングで放送した。番組の最後にその日の県内ニ

ュースをまとめて取り上げるリフレインのコーナーを置いているが、

終盤しかご覧いただけない視聴者にもわかりやすいように、時間や

内容について検討し、よりよい形を追求していきたい。 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年６月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２１日(月)、東京第一ホテル松山において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴してもらった事前に視聴してもらった「四国らしんば

ん」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、７月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役会長） 

副委員長  三好 賢治 （伊予銀行 代表取締役頭取） 

委  員  小松 圭子 （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長） 

田井 ノエル (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター准教授） 

              村上 健太郎（特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜四国らしんばん「コロナ禍の“変革者”たち～四国が元気になるヒント～」 

（総合 ６月４日(金)放送）について＞ 

 

○ 暗いニュースが続く中、今後に希望が広がるような番組だった。香川県のバス会社

は、観光バスの需要がほぼなくなった中で、代表の楠木泰二朗さんが職場の若手社員

の意見に耳を傾ける姿が印象的だった。わずか１週間で実際に企画を実現するスピー

ド感こそが変化の速い今の時代には必要だと強く感じた。愛媛県宇和島市の真珠業で

は、真珠のアクセサリーを安価なカプセルトイで販売したことが、規格外の真珠の有

効利用に加え、新たな顧客層の掘り起こしにもつながっている点がすばらしいと感じ

た。愛媛県松山市のＩＴ企業によるライブ配信での特産品の実演販売は、情報通信技



2 

術を効果的に利用したチャレンジで、これからの時代にうまくマッチしていると感じ

た。新型コロナウイルス感染拡大の影響で、多くの業界が苦労を強いられているが、

若い世代の変革者が生まれやすい状況にあることは間違いない。この流れを一過性の

ものにするのではなく、継続していける社会であってほしい。 

 

○ 最も関心をひいたのは、オンラインバスツアーだった。バス会社でありながら、実

際にはバスで旅行しないビジネスモデルを社員が発案し、展開した点はまさに「変革

者」だと感じた。ツアーの参加費が、5,000 円から 8,000 円と紹介していたが、地域

特産品の土産代を含めた料金だということをより丁寧に説明してほしかった。また、

タイトルの中で、ダブルクォーテーションマークを使用しているが、ＮＨＫではどの

ような場合に使っているのか基準があれば聞きたい。「変革者」に近いという意味合い

で、ダブルクォーテーションマークを使ったのかもしれないが、今回は「改革者」と

いうことばのほうがふさわしかったのではないか。これまでの審議会の中でも、タイ

トルのつけ方について議論があったが、改めてその重要性を感じた。なお、周囲の若

い世代に聞いたところ、この番組を視聴した人はいなかった。今一度、若い世代に番

組を見てもらえるよう注力してほしい。 

 

○ オープニングの映像は期待感を抱かせるカメラワークで引き込まれた。真珠のカプ

セルトイは何度か実物を見たことがあるが、規格外の真珠を使い、安いながらも本物

をカプセルトイで提供するという遊び心あふれる発想と知り、感心した。一方で、オ

ンラインバスツアーと特産品のライブ配信によるネット販売の紹介はあまり響くもの

がなかった。その要因は放送のタイミングにあると思う。愛媛県にまん延防止等重点

措置が適用されていた時期など、外出の自粛が強く求められていたころの放送であれ

ば、より視聴者に関心を持ってもらえたのではないか。番組構成としては、頻繁にゲ

ストのコメントを挟むなどの工夫があれば、メリハリが生まれたと思う。新型コロナ

ウイルスの感染が終息しても元の生活に戻ることなく価値観は大きく変わっていくと

思う。今後もこのような変革者の紹介を続けてほしい。 

 

○ 全体を通して、紹介された３人の変革者の発言や、それに対するゲストで観光の戦

略アドバイザーである村山慶輔さんのコメントがよかった。番組の最後の「ファンづ

くりが重要」というまとめも大変分かりやすかった。どの事例も、新型コロナウイル

ス感染拡大下のビジネスいう枠を超えて、終息後も新しい展開が期待できると感じた。

２６分の番組で３事例の紹介はちょうどよく、松山局の永井伸一アナウンサーがオン

ラインバスツアーを体験するところから番組がスタートしたのも、よい導入だった。

また、新型コロナウイルスの感染拡大下では「オンライン」がトレンドだが、カプセ

ルトイはそれにとらわれない事例であり、考える幅を広げたと思う。紹介した業種も、
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観光業、卸加工業、ＩＴと多様でよかった。今回の企画段階では他にどのような事例

が候補にあり、どのような指針で今回の事例が選定されたのか教えてほしい。ただ、

ゲストの役割が気になった。ゲストに四国の出身者を起用することに異議はないが、

出身者というだけではない他の役割もほしいと感じた。これからも四国ならではの幅

広い切り口でテーマを選定し、さまざまな可能性が示されることを楽しみにしたい。 

 

○ 実際に現地に行ったような気分になることや、手軽さ、生産者との距離の近さが、

今回紹介されたビジネスの成功に繋がっていると感じた。若い世代はＳＮＳを頻繁に

利用しているため、ＳＮＳの活用に力を入れている企業の活動を今後も取り上げてほ

しい。オンラインバスツアーは、事前に特産品を参加者に送ったり、バスガイドのト

ークがあったり、巧みな演出に感心した。高齢者施設の入所者や自宅療養中の患者な

ども利用でき、今後も広がりうるサービスだと感じた。ただ、バスツアーの所要時間

が９０分ほどと紹介されていたが、実際の走行距離に基づいた時間なのかよく分から

なかった。真珠のカプセルトイは、1,000 円という値段の安さから当初は品質などに

不信感があったが、認定書が付いていることや、規格外の本真珠を使用していること

が説明されており、背景がよく分かった。特産品のライブ配信は、テレビとは異なり

視聴者とコメントのやり取りができる点が魅力的だったが、スマートフォンでの視聴

を前提にしている縦方向の配信映像をそのままテレビで放送しており、左右の余白が

大きいほか、視聴者からのコメントも読みづらかったため工夫がほしかった。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回は、このような時期だからこそ、前を向けるような番組を放

送すべきではないかという若手職員の意見を採用し、テーマを設定

した。企画段階では、１０事例ほどを取材したが、放送までの期間

や事業内容のバランスを考慮し、今回の３つの事例を取り上げた。

タイトルについて、検討段階では、「革命者」や「革命家」、「改革者」

などさまざまな候補があったが、新型コロナウイルス感染拡大の影

響を受ける中でも、リスクを取って前向きに挑戦する出演者の発想

や行動力に敬意を表したいと思い、「変革者」ということばを選んだ。

ダブルクォーテーションマークについては、使用に関わるＮＨＫ共

通のルールは定められておらず、番組ごとに判断することとなって

いる。今回は、「いわゆる変革者」や「変革者のような」という意味

で使用した。今回のゲストのうち、お一人については専門的な立場

ではなく、視聴者目線でのコメントを期待し起用した。 

 

○ 今回紹介した事例は、新しい切り口のビジネスではあるが、どちらかといえばまだ
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スタート地点に立った段階にすぎないと思う。短時間での紹介では難しいかもしれな

いが、タイトルに「変革者」と付けるのであれば、もう少し掘り下げた取材があれば

よかった。オンラインバスツアーは、新型コロナウイルス終息後を見据えた投資とし

ての位置付けのような印象を受けたため、「息を吹き返した」という紹介のしかたは疑

問に思った。また、真珠のカプセルトイは、話題になってからかなり時間が経ってお

り、これまでにニュースなどで見聞きしたことがある。また、カプセルトイに入って

いる真珠は、1,000 円という価格に見合った質のようには見えないことも気になった。

特産品のライブ配信による販売については、配信中に３件の注文があったと店主が喜

んでいたが、あまり多くはないのではないかと感じた。新型コロナウイルスの感染拡

大以降、ネットやテレビの通信販売の売上げが全国的に増えている中で、変革者とし

て位置付けるのは厳しいのではないか。全体を通して、今までの四国内のニュースを

まとめただけのような印象を受けた。 

 

○ 新型コロナウイルス関連の番組が続き、気が滅入ることが多い中、今回は久しぶり

に前向きになれる番組だった。当初は、２６分の時間で３つの事例紹介が多すぎるの

ではないかと思ったが、心地よく視聴できた。オンラインバスツアーの話題は、発案

から 1 週間後に実施したという機動力が見事だと思った。真珠のカプセルトイは、発

想がおもしろく感心した。特産品のライブ配信は、Ｕターンで愛媛に戻った女性が故

郷のために奮闘している姿がよく伝わってきた。ただ、４０分間の配信で３件という

注文数を紹介していたことには違和感があった。新型コロナウイルスによる苦境の中

で、若者がどのようなアイデアを持って取り組んでいるのか、ほかの事例ももっと見

たいと思った。これからもこのような事例を紹介し、四国全体の活性化につなげてほ

しい。ゲストのコメントは、視聴者と同じ目線で語っていることがよく伝わり好感を

もった。ただ、スタジオのアナウンサーが、出演者の等身大パネルを椅子に座ったま

ま紹介したことが気になった。パネルとはいえ、回転椅子の向きだけを変えて紹介す

るのは、相手への敬意が足りないように感じられ残念だった。 

 

○ 今回紹介された３つの事例はいずれも興味深い取り組みだった。また、「今までの当

たり前を疑え」「ピンチの時こそ遊び心」「商品の魅力は人に宿る」というキャッチフ

レーズも分かりやすく、スタジオに来ることのできない変革者たちを等身大パネルで

登場させる演出もよかった。ゲストのコメントも落ち着いており、村山さんの解説も

短く的確で、非常に好感を持った。全体を通して大きな欠点のない番組だったが、印

象に残るものがあまりなかった。各事例についてストーリーが不足していたことが要

因にあると思う。例えば、特産品のライブ配信を行う出口さんが東京のネット関連の

仕事を辞めて愛媛に帰って来た理由をもっと詳しく知ることができれば、彼女の仕事

に対する考えをもう少し理解することができたと思う。２６分で３人を紹介したため、
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細かく登場人物の背景まで取り上げるのは難しかったとは思うが、タイトルが「コロ

ナ禍の変革者たち」と、人に焦点を絞っている以上、もう少し個々の登場人物の背景

を掘り下げて魅力を伝えられれば、なおよかったと思う。 

 

○ 各事例を紹介するキャッチコピーはどれもぴったりと当たっていると感じた。発想

次第では、さまざまな可能性が広がるのだと元気づけられる内容だった。ただ、村山

さんの最後のまとめとして「ファンづくり」ということばで終了したことが気になっ

た。番組の内容と照らし合わせれば、「新型コロナウイルスで苦しんでいるほかの事業

者も、もう一度自分自身の事業を見直し、まだ気づいていない新しい価値を見出した

ほうがよい」というメッセージが最後に伝えられるとよい締めくくりになったのでは

ないか。例えば、香川のバス会社は、生活や観光のための移動手段という事業ではな

く、地域の観光資源を網羅的に知っている強みをオンラインバスツアーに生かした。

また、宇和島の真珠卸会社は、規格外の真珠を廉価で販売するという、自社商品の別

の価値を見出した。最後のネット販売も、魚屋の店主の人柄やきめ細かい対応を引き

出したことに価値を見出していると言える。このように事業者がまだ認識していない

価値があるということを最後の締めくくりで示すほうがより説得力のある番組になっ

たのではないか。 

 

○ 新型コロナウイルスの影響で苦境に陥る中、柔軟に変革に取り組む若きリーダーの

発想力と実行力をうまく描いた番組だった。３人の取り組みの内容や考え方が、シン

プルかつテンポよくまとめられており、今の時代に何が必要かを分かりやすく紹介で

きていた。また、３人の発想の原点をキーワードでまとめて、ヒットの秘けつを説明

したことも分かりやすかった。ゲストは消費者目線のコメントを、村山さんは専門家

として適切な解説をしており、番組のテンポのよさに繋がっていると感じた。新たな

事業を始めるにあたって、さまざまな苦労もあったと思うが、それをあえて出さなか

ったこともかえって前向きさが出てよかったのではないか。ライブ配信によって特産

品の販売を促進する取り組みは、すばらしいと思ったが、この販売会を開催するにあ

たって、手間もお金もかかっていると見受けられた。運営側のビジネスモデルがいっ

たいどうなっているのか気になった。第２弾、第３弾で引き続き四国の若いリーダー

を紹介してほしい。 

 

○ 新型コロナウイルス感染拡大で、一般市民の生活はもちろんのこと、業者も非常に

苦しんでいる中、発想を転換して逆に業績を伸ばしている若きリーダーの紹介は、視

聴者に希望を持たせる内容だった。オンラインバスツアーは、永井アナウンサーが実

際に体験して紹介しており分かりやすかった。バスの維持費を考えれば、これだけで

事業を維持するのは難しいかもしれないが、できることに懸命に取り組む姿は見てい
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て気持ちがよかった。ゲストの「スピード感と行動力」を指摘したコメントもよかっ

た。厳しい真珠業界のカプセルトイ販売も、月に２万個も売れていることや、全国に

広がっていることに驚かされた。ライブ配信による特産品のネット販売は、出口さん

の人間性も伴って、とても人間味のある内容となっていた。配信中のやり取りは、思

わず買いたくなるほどだった。「ピンチの時こそあそび心」「今までの当たり前を疑え」

「商品の魅力は人に宿る」というそれぞれのキーワードの分析も秀逸で、番組をよく

締めていた。番組の第２弾を期待している。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回の指摘を受け、紹介する事例の数を絞り、もう少し主人公の

背景や、壁を乗り越えていくプロセスを掘り下げてもよかったと考

えている。ライブ配信による特産品のネット販売は、収録当日にほ

かの場所からも行っており、番組で紹介した魚屋の注文数が一番少

なかった。ただ、店主のキャラクターが一番出ていたため選んだ。

注文数は少ないものの、魚屋にとっては初めての試みで、３件の注

文でも非常に驚き、喜んでいた。今回は愛媛と香川の事例だけだっ

たため、高知や徳島にも目を配っていきたい。また、海外でも四国

の技術や産品が高く評価されているところが多くあると聞いている。

そのような第２弾を考えていきたい。今回頂いた意見は現場と共有

し、次回の制作に生かしたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ６月５日(土)のＢＳ１スペシャル シリーズ“２０３０ 未来への分岐点”「特別編 

持続可能な未来のために」を見た。シリーズの新作の放送前に、これまでのシリーズ

の内容を整理でき、とてもよかった。今後、人類の未来を左右する１０年が始まった

という強いメッセージを感じた。中でも、地球温暖化による気温上昇は、このまま放

置すると、2100 年には４度上がるというのが印象的だった。今年生まれた子どもが８

０歳近くになる頃には、環境が劇的に変わっているということを具体的な数字を用い

て分かりやすく伝えており、非常に切迫感がある内容だった。また、プラスチック問

題、水や食糧の格差なども取り上げられており、ＳＤＧｓの大切さを感じた。地球環

境問題の負の連鎖をどう断ち切るか、マスメディアを含め我々大人たちが子供たちへ

声を上げて伝えていく必要があると痛感した。今後のシリーズにも期待している。 

 

○ ４月２６日(月)のファミリーヒストリー「福山雅治～長崎に生きて 亡き父の思い
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～」を見た。歌手で俳優の福山雅治さんの祖母や母親の写真からは、福山さんの面影

が感じられ印象的だった。福山さんの祖母がかつて育てていた伊予かん畑の場面では、

愛媛とのつながりも感じられ、楽しく視聴した。 

 

○ ６月６日(日)のＮＨＫスペシャル ２０３０未来への分岐点(４)「“神の領域”への

挑戦～ゲノムテクノロジーの光と影～」を見た。ことしの 1 月からスタートしたこの

シリーズは、ＮＨＫのＳＤＧｓキャンペーンの 1 つにも位置づけられているが、最近

「ＳＤＧｓ」ということばを耳にする機会が、急激に多くなってきたと感じている。

世界規模の課題をわたしたちの生活レベルに落とし込んでいくことは、大変難しいが、

今の世界の動きや情報、多様な意見に触れることができるため、今後も関連番組の放

送を視聴したい。気軽に見られる番組も必要だが、その一方で、考える場を持てる番

組も非常に重要だと感じる。また、今回ＮＨＫクリエイティブ・ライブラリーの存在

を初めて知った。以前に比べて、動画編集のハードルが下がっており、専門分野では

ない一般の人も動画を制作することが、手軽になってきている。素材の利用のあり方

は、今後も検討の余地があると思うが、番組を視聴した視聴者からの発信を通じて、

番組でテーマとなった内容が、さらに多くの人たちの目に触れることによって、人々

の考える場が広がっていけば、視聴率という枠を越えて、関心を高めていくことがで

きるのではないかと感じた。 

 

○ ６月８日(火)プロフェッショナル 仕事の流儀「老兵は、去るや去らざるや～司会

者／タレント・小倉智昭～」を見た。まず、「老兵は、去るや去らざるや」というタイ

トルに目を引かれた。番組を通して、小倉さんの自然体で、謙虚な人柄がよく分かっ

た。また、引き際を迷う姿や、意地や未練、弱さなど人間らしさもよく描かれていた

のも印象深かった。番組制作者と小倉さんの間で信頼関係がしっかりと築き上げられ

ていると感じた。視聴者が知りたいと思う心情も存分に聞き出しており、すばらしい

番組だった。 

 

○ ６月１１日(金)のとさ金「じいちゃんの学び舎 心癒す場朝倉夜間中学校」を見た。

全国で公立夜間中学校の設置が続く中、非常に時宜を得た話題だと感じた。何より取

材を続けてきた高知局の寺尾侑子ディレクターのナレーションがよかった。貧困、不

登校、ＤＶ、一人親、障害など、番組で触れたテーマは、非常に多様で入り組んでい

るが、それらに対して、誠実に向き合おうとする番組制作側の思いを寺尾ディレクタ

ーのことばの端々から感じ取ることができた。また、朝倉夜間中学校を主催する山下

實代表と、そこに通う小学生の女の子との関係を中心に番組が作られている構成も理

解しやすく、夜間中学に関する基礎的な情報提供も十分だった。ただ、番組制作側が

不登校問題の未来をどのように描いているのかという点に疑問を抱いた。現在の不登
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校支援は、学校復帰を前提としない方針に切り替わっている。それを踏まえると、「学

校に行けた」という番組でのナレーションには違和感を覚えた。マスメディアには、

不登校問題を肯定的に描くことも求められていると思う。 

 

○ 同じく６月１１日(金)放送のとさ金を見た。番組の導入から、夜間中学校を運営す

る山下さん、学校に通う生徒、そこにある問題点をとても丁寧に取材した番組だと感

じられた。当初は、山下さんがなぜここまで夜間中学校へ向き合えるのか不思議だっ

たが、その後、番組の中で過去を紹介され、疑問を解決しながら見進めることができ

た。特に、小学生の女の子の紹介は引き込まれ、涙を流しながら見た。当初は朝倉夜

間中学校の山下さんにも、先生にも打ち解けられずにいたが、少しずつ役割を与えら

れ、夜間中学校に慣れていく様子が、丁寧に報告されていた。子どもをめぐっては、

事件や事故に繋がってしまった後で、虐待やネグレクトなどの課題が報道されること

見受けられるが、今回のように地道な取り組みが紹介されることは、とても有意義だ

と感じた。ただ、高知市内といっても狭い地域のため、番組で紹介された人たちが、

特定されるおそれはないか気になった。 

 

○ ６月１１日(金)のひめＤＯＮ！「解消します！愛媛の“モヤっと”」を見た。ウェブ

会議やアンケートで募った愛媛の「モヤモヤすること」を、番組内で解消しようとい

う試みで、若い世代のゲストを招き、全体の雰囲気が明るくてよかった。また、「モヤ

っ」と書かれた風船を割る演出は分かりやすく、楽しく視聴した。取り上げられてい

た「モヤっと」は、どれも共感できたが、番組が提示する解消法に納得できない部分

があり残念だった。中でも、「松山市中心部の大街道に車で行きやすくするにはどうす

ればいいのか」という「モヤっと」に対する解決法が、「駐車場所を事前にちゃんと調

べる」というもので、その調べる手間が面倒だと感じている人が多い中、全く納得が

できない解消法だった。また、「秋祭りなど愛媛に誇れるものがあるのに、何もないと

思う」という「モヤっと」については、誇れるものが「あると言い続ける」という解

消法はよいと思うが、その例として取り上げられていたのが、薪や湧き水など、取材

相手の周りのもので、元の「モヤっと」にある「愛媛県の誇れるもの」とはずれがあ

ると感じた。 

 

○ ６月１６日(水)のサンドのお風呂いただきます「高橋尚子 金メダルの秘訣編」を

見た。高橋さんの金メダルの秘けつや、素直すぎる人生秘話など貴重な話を笑いを交

えながら紹介しており、楽しく視聴した。これから世界を目指すアスリートや、小さ

い子どもに見てもらいたい内容だった。サンドウィッチマンの最後の締めのことばも

よかった。これから東京オリンピック、パラリンピックが予定されているため、アス

リートの声を届ける番組を今後も期待している。 
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○ 「おはよう日本」を毎朝楽しみながら視聴している。高瀬耕造アナウンサーと桑子

真帆アナウンサーの絶妙なやり取りが非常に魅力的だ。シリアスな情報は、それにふ

さわしい表情や声質で、楽しい情報は個人的なコメントも含めながら番組を進行して

おり、さすがだと感じている。番組そのものの内容はもちろん大切だが、視聴者にチ

ャンネルを変えず見続けてもらえるかという点では、アナウンサーの役割が重要だと

思っている。一方、「とく６徳島」は、途中で民放のニュース番組にチャンネルを変え

てしまうことがある。民放の場合は、長年同じアナウンサーがキャスターを務めてい

てなじみがあるためだ。現在の「とく６徳島」は、若手のアナウンサー２人が頑張っ

ており、一生懸命さは十分伝わり好感が持てるが、やや原稿を読んでいるだけのよう

に感じるため、もう少し人となりを感じさせるような工夫がほしい。地元の放送局と

は違いＮＨＫは異動があり、アナウンサーの名前を覚えたころには、変わってしまう

ということもあるため難しいかもしれないが、チーム力を発揮して頑張ってほしい。 

 

○ ６月１１日(金)に再放送されたＣＹＣＬＥ ＡＲＯＵＮＤ ＪＡＰＡＮ Ｈｉｇｈ

ｌｉｇｈｔｓ「香川 高みを目指して」(総合 後 7:30～7:57 香川県域)を見た。アメ

リカ出身のリポーターが、香川県の田園地帯や海岸線を自転車で走り、香川県の自然

の魅力を伝えるほか、東香川の和三盆、小豆島のしょうゆ作りなど、伝統の技を守り

つつより高みを目指している職人を紹介し、香川県の魅力をうまくまとめている番組

だった。新型コロナウイルスの影響で、日本へのインバウンドは減っているが、新型

コロナウイルスの終息後は、サイクリングをはじめとした地方でのアドベンチャーツ

ーリズムが脚光を浴びると考えられる。 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年５月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１７日(月)、ＮＨＫ松山拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０２０年度四国地方放送番組の種別ごとの放送時間」につい

て報告があった。続いて、事前に視聴してもらった事前に視聴してもらった「四国あ

るある選手権」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、６月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役会長） 

副委員長  柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

委  員  小松 圭子 （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長） 

田井 ノエル (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター准教授） 

              村上 健太郎（特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「四国あるある選手権」（総合 ４月２３日(金)放送）について＞ 

 

○ 全体を通して、違和感やもの足りなさを感じた。「お互いの文化や県民性をもっと知

って理解を深めるだけでなく、コロナで元気のない四国をあるあるで元気にしたい」

という番組の趣旨に反して、四国各県の文化や県民性の「奥深さ」はあまり感じられ

なかった。徳島県のパートは、「あるある」というより県のＰＲ動画になってしまって

いるように感じた。結果発表の場面は冗長であり、審査結果の講評も表面的なものだ

った。新型コロナウイルスの感染が拡大し、人々が不安や閉塞感（へいそくかん）を

いだいている中で、視聴者が前向きになったり、リラックスできたりする番組を制作
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することに意義はあると思う。しかしそれだけでは不十分であり、納得感や充実感が

不可欠だ。演出や構成を検討してほしい。また、今回の番組は、テレビ離れが進む１

０代や２０代の若年層に視聴してもらうことを目指して制作したものなのか教えてほ

しい。 

 

○ 高知放送局の吉岡真央アナウンサーのチアダンスや高松放送局の中里颯太郎職員の

歌、ラッパーのＳＫＲＹＵさんのラップ調「あるある」など目を引く演出があった。

骨付鳥の注文で、「“親鳥はツウ”という風潮ありがち」という香川県の「あるある」

や、徳島県民が他県民から阿波踊りを披露するように求められる「アワハラ」のエピ

ソードにはまさにその通りと感じた。しかし、「龍馬あるある」に終始した高知県や「み

かんあるある」を展開した愛媛県のパートは、目新しさを感じず、もの足りなかった。

数年ごとに異動があり、他県から移ってきたＮＨＫの職員は、各県の視聴者と同じ感

覚で番組を制作することができなかったのではないか。各県の「あるある」とは、自

県民にとっては身近に感じられるものであり、他県民にとっては意外性や新鮮さを感

じられるものだと期待していたが、地元ＰＲにとどまってしまっている印象を受け残

念だった。 

 

○ 日常的によく起こる事柄やささいな事柄をネタにして笑いをとるレイザーラモンＲ

Ｇさんの芸風には感心した。複数のネタがテンポよく紹介されていた徳島県の「ある

ある」は完成度が高く、視聴者の疑問に答える説明もありよかった。優勝した香川県

のＶＴＲは、父母ヶ浜などの映像もきれいで、応援団のキャット・ブララさんの「『天

空の○○』という名称を付けがち」という「あるある」が決め手となった点も納得だ

った。一方で、愛媛県の「みかんあるある」で取り上げていた「みかんごはん」は、

多くの県民が日常的に家庭で作るものではないと思う。同様に、高知県の「龍馬ある

ある」は、他県民の考えであり、龍馬ラーメンも観光客向けのものだと思う。愛媛県

の「あるある」も高知県の「あるある」も両県民にとっては、日常生活で実感するも

のではなく、目新しさも感じなかったと思う。新型コロナウイルスの感染拡大が長期

化し、人々が不安を感じる今、「各県の知りそうで知らないことを紹介し、四国の視聴

者を楽しませる」という番組の趣旨はよいことだと思うが、人々が休息や癒やしを求

める娯楽番組の中で、新型コロナウイルスについてあえて言及する必要は無いと思う。 

 

○ 新型コロナウイルスの感染拡大が深刻な現状において、ＮＨＫは正確な情報を伝え

ていく必要があると思うが、感染拡大が長期化するにつれて、視聴者の心理的負担が

重なり、かえって新型コロナウイルスに関する情報が避けられるおそれがある。そう

した状況において、今回の番組のように視聴者をリラックスさせ、前向きな気持ちに

させる番組は必要だと思う。各県の「あるある」からは、新型コロナウイルスの感染
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が広がる中でも、各地域に根ざした県民性が変わらないことや、前向きに日々を送っ

ている人々の姿が伝わってきた。興味深かったのは、吉岡アナウンサーと中里職員の

存在だ。２人の若手職員の演出は、洗練されたものではなかったが、懸命な姿勢が伺

え、好感が持てた。今回の番組のように、職種を越えた若手職員たちを主体に番組を

制作していくことを検討してはどうか。四国の放送局に所属する職員が、四国につい

て考える機会となると同時に、テレビ離れが進む若者世代とのタッチポイントを創出

するきっかけになると期待する。 

 

○ 「お互いの文化や県民性をもっと知って理解を深めるだけでなく、コロナで元気の

ない四国をあるあるで元気にしたい」という今回の番組の目的を達成できていたと思

う。よかった点として、「あるある」ネタで四国４県を平等に取り上げていたため、４

県の県民が楽しむことができたことだ。選手権という形式にしたことで、各県の「あ

るある」が評価の対象となっていたため、番組の最後まで展開が気になる構成となっ

ていた。さらに、レイザーラモンＲＧさん、とろサーモンの村田秀亮さん、ファッシ

ョンモデルの市川紗椰さんの３名の出演者と、松山放送局の首藤奈知子アナウンサー

のやりとりもよかった。出演者の話術やそれを引き立てる演出があって、笑うことが

できた。番組冒頭のアナウンサーの歌の演出の完成度がやや低く気になったが、その

後の場面で首藤アナウンサーがうまくフォローしたのもおもしろかった。今後も、四

国発信のスタジオ型バラエティー番組が放送されることを望む。 

 

（ＮＨＫ側）      

番組で扱う「あるある」ネタは、協議を重ねて決めた。また、可

能なかぎり多くの部署から参加してもらうことを考え、吉岡アナウ

ンサーや中里職員が出演した。レイザーラモンＲＧさんとともに出

演するゲストは、四国出身の村田さんと、反対に四国で暮らしたこ

とがない市川さんを選定し、バランスをとった。今回の番組は、ヒ

ップホップを取り入れた演出やＳＮＳを活用した広報活動を通して、

若年層の視聴につなげることを目指した一方で、ＮＨＫの主要な視

聴者層である６０歳以上の視聴者も意識した。視聴者に楽しい番組

を届けたいという意図があり、視聴者からの反響には手応えを感じ

ている。 

 

○ 「あるある」ネタがすでに世間に広く認知されているなか、なぜＮＨＫが四国の「あ

るある」を扱い、４県を競わせる番組を制作したのか、制作意図が伝わらなかった。

「あるある」ネタでおなじみのレイザーラモンＲＧさんをはじめとした出演者の人選

からは、新型コロナウイルスの感染拡大による行動の自粛が長期化する中、視聴者を
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楽しませようというねらいを感じた。その姿勢は重要だと思うが、番組の構成や演出

からはそのような工夫は感じられなかった。「あるある」のネタは平凡であり、ＮＨＫ

の職員が登場する演出には、新鮮さが感じられず時代錯誤とさえ思った。例えば、視

聴者参加型の番組にしたり、ＮＨＫの放送技術を駆使した高精細な映像を打ち出した

りするなど改善の余地はあったと思う。動画投稿サイトやＳＮＳ上で誰もが動画を発

信できる今日において、ＮＨＫが制作する番組にはより高い質が求められていると思

う。今後の番組制作においては、より検討を重ねてほしい。 

 

○ 綿密な調査のもと、制作されたおもしろい番組だった。四国の県民どうしの交流は、

昔に比べて少なくなってしまったが四国に対する愛着が強い人は多いと思うので、こ

のように県ごとに競う企画や番組は今後も放送してほしい。どの県のパートもおもし

ろかったと思う。とりわけ「神戸ナンバーの車は実は淡路島から来がち」という徳島

県の「あるある」が１番おもしろかった。また、各県の郷土料理や名産品を扱った食

べ物の「あるある」は印象に残り、香川県の骨付鳥の「あるある」には共感した。演

出面でも、吉岡アナウンサーのダンスや歌からは、懸命な姿勢が伝わり好感が持てた。

中里職員の歌もうまく、楽しい気分になった。ゲストのコメントも的確だった。結果

発表の場面の演出が適当だったかは疑問だが、香川県優勝の講評も納得だった。各県

のＶＴＲの冒頭で撮影日をテロップで表示していたことから、新型コロナウイルスの

感染状況への配慮が感じられてよかった。 

 

○ 四国の人々を「あるある」で楽しませたいという意図が伝わってきた。そして、実

際に視聴者が気軽に見られて、楽しい気持ちになれる番組だったと思う。ゲストの人

選もよく、首藤アナウンサーも安心感のある進行をしていた。高知県は、吉岡アナウ

ンサーのはつらつとしたチアダンスと歌がよく、高知県民の龍馬への愛が伝わった。

台風が近づく際に、高知駅前の龍馬像が撤去されることは、初耳だった。徳島県は、

「アワハラ」と村田さんのトークが印象的だった一方で、ＶＴＲ中の「あるある」は

あまり印象に残らなかった。ただ、「流出とまらない危機！危機！帰っておいでよ」と

いうフレーズからは、四国の少子高齢化や人口流出問題の切実さを感じた。香川県は、

中里職員の実体験を交えた歌は切ない気持ちになった。父母ヶ浜が観光名所になった

ことからは、ＳＮＳの影響力を感じた。愛媛県のパートでは、松山放送局の髙橋英佑

ディレクターとＳＫＲＹＵさんのラップがかっこよかったが、「みかんあるある」の内

容はあまり印象に残らなかった。 

 

○ 当初のねらいのとおり、四国４県の県民性の奥深さがよく分かり、四国の視聴者を

元気づけることができた番組だと思う。とても楽しく、気楽に見ることができた。高

知県の「龍馬あるある」からは、高知県民の龍馬愛を感じた。チアダンスと歌を披露
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した吉岡アナウンサーをねぎらいたい。徳島の「あるある」では、徳島県民が「アワ

ハラ」を感じていることが新たな気づきだった。香川県の「瀬戸大橋通行止めになり

がち」「うどん屋玉切れで店が閉まりがち」骨付鳥は「“親鳥がツウ”という風潮あり

がち」という「あるある」は、大いに共感できおもしろかった。キャットさんのコメ

ントの「『天空の○○』付けがち」という「あるある」が優勝の決め手となった点も切

なくて少し笑った。愛媛県の「みかんあるある」は１番完成度が高かった。「大街道で

待ち合わせがち」「みかんもらいがち」「のどが乾いたらみかん！」などの「あるある」

には共感した。応援団として出演していた地元のみかん農家の方々のダンスやみかん

畑の美しさは素晴らしかった。 

 

○ レイザーラモンＲＧさんの「あるある」ネタを、四国４県バージョンで制作すると

いうおもしろい企画だった。４県でＶＴＲに個性があり、違いを楽しむことができた。

また、職種を問わず若手職員が企画や出演をしていたことも評価する。今回の番組は、

若手職員の成長ややりがいにもつながったと思う。しかし、「あるある」の内容はあり

きたりだった。高知県の「龍馬あるある」は内容に目新しさはなかったが、吉岡アナ

ウンサーのチアダンスが印象的だった。愛媛県の「みかんあるある」も、内容よりは

ラップとダンス、ドローンを活用した映像が印象に残った。徳島県の「あるある」は、

内容を盛り込みすぎて、観光プロモーションビデオのようだった。ただし、「アワハラ」

のくだりには共感した。その中で、香川県の「あるある」は完成度が高かった。特に

「うどん屋玉切れで閉まりがち」や「父母ヶ浜“映える”の苦戦しがち」など優勝に

ふさわしい「あるある」だった。さらにキャットさんの「『天空の○○』付けがち」と

いう「あるある」は秀逸だった。番組の制作意図はよかったと思うが、４県の「ある

ある」から得られた新たな知識は無く、教養番組としての側面があったかは疑問だ。

「あるある」のネタは視聴者から募集する形式にしたほうが、おもしろい内容にでき

たと思う。 

 

○ 非常にテンポがよくリズミカルで、楽しい気分になる番組だった。視聴中は、新型

コロナウイルスの感染拡大を忘れることができた。台風が接近した際に「駅の龍馬撤

去されがち」という高知県の「あるある」や「はっきり言って、この県電車ない」と

いう徳島県の「あるある」には、驚かされた。また、香川県では、骨付鳥は「親鳥は

ツウ」という「あるある」も初耳だった。一方で、同じく香川県の「瀬戸大橋通行止

めになりがち」という「あるある」は、四国４県すべてに影響があると思い、共感し

た。また、「若年層流出しがち」という「あるある」からは、問題の深刻さが伝わり考

えさせられた。演出では、吉岡アナウンサーのダンスや歌には心躍らされた。愛媛県

のＳＫＲＹＵさんのラップにもひかれた。１点気になったのは、結果発表の場面だ。

歌の演出が冗長であり、それまでの進行がスムーズだったので気になった。 
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（ＮＨＫ側）      

各県の「あるある」ネタについては、自県民だけでなく他県民も

納得できるネタを選定することを心がけた。細かすぎたり、特定の

場所や人物を卑下したりするネタにしないように配慮した。また番

組の構成としては、高知県の「龍馬あるある」と、愛媛県の「みか

んあるある」はそれぞれ１つのネタに絞った「あるある」だったの

で、徳島県と香川県は県内のさまざまな「あるある」を紹介する形

式にしてバランスを取った。結果として、どの県が優勝してもおか

しくない内容となり、よかったと思う。一方で、ネタの選定にあた

り、年齢や居住県など、どのような属性を持つ視聴者でも分かるよ

うな内容にしようと意識しすぎるあまり、無難すぎるものとなって

しまった。結果として「ネタが表面的でありきたりだ」という印象

や、「演出が内輪受けだ」という印象を与えてしまったと思う。娯楽

番組では、ネタの選定が特に難しいことを痛感した。 

 

（ＮＨＫ側）      

「あるある」ネタについては、特定の人物や場所などを傷つける

ような内容にしないように、また各県の県民が他県の「あるある」

を理解できるように慎重に選定する必要があった。結果として、「他

県のことも分かる」という印象を抱く人もいれば、「ありきたりすぎ

る」という印象を抱く人もいたと思う。一方で、演出において視聴

者の目をひくためにさまざまな工夫をした。特に、ふだん番組に出

演する機会が少ない営業部の職員が出演することは挑戦的な試みだ

った。新型コロナウイルスの感染拡大が続く中ではあるが、この番

組を見た人が、四国のすばらしさを再確認でき、明るい気持ちにな

ることができたらよかったと思う。また、四国４県それぞれに放送

局があるＮＨＫだからこそ、各局が連携して四国の人々のための番

組を制作することができると思う。今後も４局が連携して、番組制

作をしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ 松山市では公道での聖火リレーが中止となり、セレブレーション会場での点火式の

みの実施になったが、４月２１日(水)の「ひめポン！」では、その様子を詳しく中継
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で伝えていてよかった。公道でのリレーの中止は残念だったが、とても感動的な内容

だった。 

 

○ ４月２６日(月)のファミリーヒストリー「福山雅治～長崎に生きて 亡き父の思い

～」を見た。歌手で俳優の福山雅治さんの祖母や母親の写真からは、福山さんの面影

が感じられ印象的だった。福山さんの祖母がかつて育てていた伊予かん畑の場面では、

愛媛とのつながりも感じられ、楽しく視聴した。 

 

○ ４月２８日(水)の「ニュース８４５高知」で、大型連休中の外出について、高知市

内での街頭インタビューの様子を伝えていたが、「連休中は外出をしない」と言わせて

いるかのように感じた。新型コロナウイルスの感染が拡大している今の状況でインタ

ビューをしても、出かけるとは言いづらい雰囲気があると思う。県内のニュースは周

囲の知人らの視聴も多く、本音を言いづらいのではないか。また、もしインタビュー

で県外に遊びに行くという声があった場合はどうするのか気になった。街頭インタビ

ューだけではなく、アンケートなどのほかの手法を取ってもよいのではないか。また、

続くニュースは観光キャンペーンに関するもので、県内の旅行を推進するような話題

だったため違和感を覚えた。感染拡大防止のために連休中の外出自粛を呼びかけたい

のか、それとも経済活性化のために高知県内では旅行をしたほうがいいと推進してい

るのか、意図が分からなかった。 

 

○ ５月３日(月)のあのとき、タクシーに乗って「２０２１年 春 東京」（総合 後 7:30

～8:00）を見た。「ドキュメント７２時間」とよく似た構成で、とてもよい番組だった。

新型コロナウイルス関連の報道が続き、へきえきしていた中、この番組はとても心に

染みた。中でも、タクシーに乗り込んできた女性が、友達とおしゃべりをするような

雰囲気で運転手と会話する様子が、自然体でとてもよかった。これからも制作を続け

てほしい。 

  また、５月８日(土)の「みんなのうた６０フェス」（総合 7:30～8:43）を見た。紅

白歌合戦のようでとてもいい番組だった。トークも適度な尺で、歌も踊りも十分に楽

しむことができた。世代を超えて家族で一緒に歌を口ずさみ、楽しむことができるす

ばらしい番組だった。歌の力を改めて感じることができた。 

  いずれも心に安らぎを与えてくれる番組で、久しぶりにテレビを見てよかったと思

うことができた。 

 

○ ５月７日(金)の四国らしんばん「悪いのは“感染者”じゃない ～ハンセン病 元

患者・家族からのメッセージ～」を見た。新型コロナウイルスの感染が拡大する中、

感染者や医療従事者、その家族への差別などが社会問題になっていることを真正面か



8 

ら扱った非常によい番組だった。ハンセン病に対する根拠のない隔離政策によって、

人生を奪われた元患者や家族のことばから、偏見や差別の恐ろしさがよく伝わり、こ

のような歴史を繰り返してはならないことが訴えられていた。また、ゲストとしてハ

ンセン病関係の訴訟に携わってきた神谷誠人弁護士と、東北学院大学の黒坂愛衣准教

授を招いたことで、番組の説得力が増し、よい人選だったと思う。民放の情報番組で

は、新型コロナウイルス感染の怖さをあおったり、時短営業要請に応じない店舗を過

剰に非難したりする様子を目にするが、番組側が差別を助長している側面もあると思

う。番組制作にあたっては、よく配慮してほしい。今回はこれまでの四国らしんばん

の中でも、よくできた内容だと思ったが、タイトルだけを見て積極的に視聴するのは、

問題意識が高い人に限られるのではないか。より多くの人に視聴してもらえるよう検

討が必要だと思う。 

 

○ 同じく５月７日(金)の四国らしんばんを見た。新型コロナウイルスの影響下で、偏

見や差別が再び生じることに警鐘を鳴らす番組だった。香川県の大島に国立療養所が

あるということは知らなかった。この番組を見て、過ちを繰り返さないようにしよう

と考える視聴者が１人でも多くいてほしい。 

 

○ ５月１２日(水)の歴史探偵「真相！池田屋事件」を見た。大河ドラマ「新選組！」

の映像を使用していたり、５月９日(日)の「青天を衝（つ）け」に土方歳三が登場し

たりということもあって、ＳＮＳでも話題になっていた。長州藩側の生存者の視点を

中心に再現ドラマを作ったのは賛否両論あると思うが、池田屋事件についてこれまで

のイメージとは異なる新たな視点から伝えたいという番組のねらいがよく伝わってき

た。 

また、５月１４日(金)のひめＤＯＮ！「生でどうぶつクイズ！～飼育員からの挑戦

状～」は、暗いニュースが続く中、明るい気分になる番組が見たいと思い視聴した。

動物園などに行く機会が少なくなる中、動物がどのように過ごしているかを見ること

ができ、心が和んだ。家族みんなでいっしょに参加できるという形もとても楽しかっ

た。 

 

○ 同じく５月１４日(金)のひめＤＯＮ！を見た。愛媛県立とべ動物園、今治市ののま

うまハイランドなどから、飼育員ならではの動物に関するクイズがテンポよく出題さ

れ、あっという間に楽しく見終わった。今は動物園などへ出かけることが難しい日々

が続いているが、番組を通して、今の動物園の状況や、動物たちのようすを身近に感

じることができた。次に動物園に行ったときには、今回知った情報を生かして、これ

までとは違った見方ができるのではないかとわくわくした。視聴者の回答状況も分か

りやすく、カウントダウンのデザインも動物がアレンジされた図柄で、とてもかわい
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らしく視覚的にも楽しかった。大人も子どもも楽しめ、とても心温まる番組だった。

クイズの回答方式は、「ひめポン！」で毎週木曜日に実施している「クイズひめ天」と

同じということもあり、親しみやすかった。 

 

○ ５月１４日(金)のさぬきドキっ！「ともに、前へ ～コロナ禍の春 ひとり親支援

～」を見た。これまでも厳しい状況にあった人々が新型コロナウイルスの感染拡大に

よりさらに追い込まれているという話はよく耳にするが、自分の県で生じている身近

な出来事だとは想像できない人も多いと思う。ひとり親を切り口として、香川県の現

状を切り取ったことを評価したい。数か月に及ぶ取材をもとに、複数のシングルマザ

ーが登場する考えさせられる番組だった。ＮＰＯの有澤陽子さんを中心に番組を構成

することで、ひと筋縄ではいかない支援の難しさもよく伝わってきた。また、女優の

木村多江さんのナレーションはとても落ち着いており、厳しい状況に耐えるシングル

マザーをほうふつさせ、適役だと感じた。ただ、行政による支援についての言及や、

それに関する解説がほとんどないことが気になった。本来であれば行政が担うべき役

割をシングルマザーとＮＰＯの努力で切り抜けようとしているように見受けられ、あ

る意味危険なものにも見えた。ひとり親というテーマを取り上げる際には、自己責任

論を助長させない細心の注意が必要だと思う。そのためにも、今回の番組では行政が

果たすべき役割について少しでも触れたほうがよかったと思う。 

 

○ ５月１４日(金)のあわとく「ＡＷＡラウンドテーブル」は、異なる背景を持つ人同

士の交流の場を作り出すという地域に寄り添う試みだった。ただ、互いに安心して意

見を出し合うことはなかなか容易ではなく、もっと時間が必要だろうと思った。初め

て会った人たちの中で自分の悩みを述べ、具体的な解決策を出すということを、２５

分間にすべて詰め込もうとしていて、やや焦点がぼやけたように感じた。今回はそこ

まで欲張らずに、まずは熱意を持って互いに語らう場面を紹介する程度にとどめ、そ

の中でより深い結びつきが育てば、その後の活動の様子を「あわとく」などで番組化

していくほうが視聴者に訴えるものが大きかったのではないか。ただ、今回のように

地域に寄り添い、ともに悩みを解決していこうという姿勢はぜひ持ち続けてほしい。 

 

○ 連続テレビ小説「おちょやん」の放送が終了したが、新型コロナウイルスの感染が

広がる中、この１年は「エール」と「おちょやん」に毎朝元気をもらっていた。 

 

○ 連続テレビ小説「おちょやん」は、初めて最後まで見続けることができた朝ドラだ

った。途中で視聴をやめそうになることもあったが、最後は「終わりよければすべて

よし」と思える前向きな内容でよかった。 

  新型コロナウイルスの感染状況に収束が見えず、東京オリンピック・パラリンピッ
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クの開催をめぐり賛否が問われている中で、公正中立な報道を心がけてほしい。選手

たちにはさまざまな思いがあると思うが、仮に何か発言をしたとしても、一部を切り

取って選手の意図とは異なる内容で報道しないようにしてほしい。 

 

○ ＧｏＴｏキャンペーン実施時には政策を批判するような報道をしていたのに、緊急

事態宣言が出た後は、飲食店が経営の危機という報道をしたり、ワクチン接種がまだ

始まらないという報道をしていたかと思えば、始まった後は副反応が不安という報道

が増えたりと、マスコミ各社の報道姿勢に一貫性がないことが気になっている。何事

も過度にあおらないような報道を心掛けてほしい。 

 

○ 「空港ピアノ」や「街角ピアノ」をよく見ている。その場に居合わせた利用客や通

行客の人生ストーリーの一端を、ピアノを通してかいま見ることができ、弾き手のス

トーリーとピアノの音が重なって、とてもほっとする番組だと感じている。アーティ

ストなどプロが番組の中心になってしまうと参加の敷居が大変高くなってしまうが、

これまでに見た「空港ピアノ 仙台」や「街角ピアノ 広島」では、会社の同僚に聞

いてもらいたいと演奏する人や、５０代からジャズピアノを習い始めたという人など、

とても身近な印象を受けた。公共空間にある楽器をレンズを通して見ると舞台になり、

とたんに一般の人が主人公になる。この番組は全国放送だが、地域の人たちが参加し、

地域を元気にするためのヒントや、地域の人をつなげるきっかけが生まれるなどとい

う点は、地方局の役割としても大切なことだと感じた。 

 

○ 若者のテレビ離れを実感している。理由を尋ねると、テレビは内容が作為的で、情

報が信用できないという。情報は動画投稿サイトやＳＮＳから自分で選択して得てい

ると聞いた。このような若年層に対して、正しい情報を発信し、視聴選択してもらう

ようにしていくことも、これからのマスコミ業界全体の課題だと思う。 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０２１年４月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１９日(月)、ＮＨＫ松山拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴してもらった事前に視聴してもらった「ギュッと！四

国」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、５月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ

説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役会長） 

副委員長  柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

委  員  小松 圭子 （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長） 

田井 ノエル (小説家) 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 論説委員室委員長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター准教授） 

              村上 健太郎（特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「ギュッと！四国」（総合 ４月３日(土)放送）について＞ 

 

○ メインキャスターを務める松山放送局の小野文明アナウンサーのトーンは非常に落

ち着きがあり聞きやすいが、朝の番組なのでもう少し元気とめりはりがほしかった。

ゲストで俳優の宮本真希さんのリアクションは自然体でよかった。フォトライターの

野田明宏さんを紹介した「ギュッと！気にナル」のコーナーは、自身の経験や活動が

よくまとめられていてわかりやすかった。野田さんが写真展を企画しているという紹

介があり、今後の活動の目標や目的が詳しく知りたいと思った。「四国うまいもん巡り」

は、地図の表示や図解を用いての説明でとてもわかりやすく見ることができた。アス
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パラガスのいろいろな食べ方も参考になった。ただ、コーナー冒頭の西条市のひょう

たん池の桜のシーンはもう少し短くてもよかった。新型コロナウイルスの感染拡大で

暗いニュースが多い中、さまざまな話題が混ざったこの番組では、内容によってめり

はりを付けて話題を伝えてほしいと思う。 

 

○ 「ギュッと！気にナル」の野田さんの話題は、土曜日の朝の番組としてはやや重く

感じられたが、たいへん興味深かった。この番組では短時間での紹介になってしまっ

たが、せっかくなら、「四国らしんばん」などでしっかりと取り上げてもよい話題だと

思う。ただ、「ギュッと！気にナル」のコーナー以外の内容は、平日の夕方６時台の各

県のニュース番組と何ら変わらないように感じた。「ギュッと！気にナル」の内容がた

いへんよかっただけに、そのあとのゲストからのコメントの中身が薄かったことが気

になった。今回のゲストはキャリアのある俳優だけに、番組がその能力を十分に引き

出せていなかったのは残念だった。全体を通して、番組の軸がどこにあるのかわから

なかった。番組の設計として軸を絞りにくい部分があると思うが、土曜の朝という特

性を認識して、何か軸になるものを決めて制作に努めてほしい。 

 

○ 「ギュッと！気にナル」のコーナーは１０分の放送時間ではもの足りなかった。野

田さんの経験はあまりに衝撃的で、この人をもっと知りたいと思わせる内容だった。

もっと時間をかけて取材をして、「四国らしんばん」で取り上げるなど、しっかりと伝

えてほしいと思う。「ギュッと！気にナル」を受けてのスタジオのコメントがありきた

りなもので残念だった。また、野田さんが撮影の時にマスクを外していたことは気に

なった。新型コロナウイルスの感染拡大が続いている中で、マスクの着用を徹底する

か、テロップを入れるなどの配慮があってもよかったと思う。「四国うまいもん巡り」

のキャスターについては、プロとして食レポ時のコメントをもっと工夫する必要があ

るのではないか。番組最後の決めポーズは、ゲスト１人だけではなく、アナウンサー

やキャスターも含め出演者全員で締めたほうがよかったと思う。 

 

○ 番組がスタートして１年で小野アナウンサーの進行に安定感が増したと思う。冒頭

のニュース項目は、もっと明るく元気な話題を取り上げてほしかった。「ギュッと！気

にナル」では、いきなり介護施設で写真を撮影する野田さんの場面になったため、冒

頭で野田さんの紹介があったほうがよかったと思う。今回の内容は野田さんの母親と

の壮絶な介護の話もあり、一つの番組としてしっかりと視聴したかった。どのような

いきさつで野田さんを取り上げることになったのか知りたい。「四国うまいもん巡り」

では、アスパラガスの知らない情報がたくさんあり勉強になった。近江由佳キャスタ

ーのアドリブの効いたリポートも好感が持てた。今回のゲストであれば、もっと華や

かな企画のほうが話が弾んだのでないかと感じた。 
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○ 四国の情報を楽しく見ることができて、地域密着のニュースバラエティーのような

雰囲気の番組だったと思う。冒頭の阿波踊りの研修のニュースはほほえましい内容だ

った。一方で、「ギュッと！気にナル」は朝の情報番組で取り上げるにはもったいない

内容だったと思う。野田さんの介護に対する関わり方はとてもすてきだと感じた。介

護現場のリアルを温かい切り口で写真に収めようという姿勢に好感が持てた。介護の

現場は明るい話題ばかりでなく目を背けたくなるような現実もある中、その部分から

も目を背けず、バランスのよい内容だった。後半の「四国うまいもん巡り」は、和や

かな雰囲気で朝の番組らしくフレッシュでよかったと思う。ただ、内容がアスパラガ

スの豆知識に集約していたため、もっと四国ならではの内容があればよかったと思う。

また、今回の料理は、ジューサーがない家庭には作りにくいものだったため、一般的

な調理方法のものをもう１品紹介してほしかった。 

 

（ＮＨＫ側）      

冒頭のニュースは、ニュース性をもとに編成していることから、

どうしても明るい話題だけとはならない。今回の「ギュッと！気に

ナル」は、介護というセンシティブな話題と、介護の現場を専門に

撮る野田さんの存在を広く知ってほしいという思いがあり、土曜の

朝にライトなタッチの作りで多くの人に見てもらおうとコーナー企

画として取り上げることにした。改めて個別の番組として制作する

ことも考えてみたい。「四国うまいもん巡り」については、四国の多

様な食を取り上げたいという思いで今年度から立ち上げたコーナー

だ。アスパラガスの豆知識の紹介で終わってしまったことと、食レ

ポについての指摘は今後の課題としたい。多様なジャンルのテーマ

を取り上げる番組であるため、見せ方を工夫しながら視聴者に納得

してもらえるよう工夫していきたい。 

 

○ 小野アナウンサーの明るく元気で誠実なキャラクターが番組をさわやかにし、さま

ざまなゲストが番組に彩りを与えてくれていると思う。冒頭のニュースや「ギュッと！

気にナル」の話題は視聴者の関心がある内容で、将来に希望が持てるいい話題だと思

う。野田さんの明るい雰囲気のおかげで、介護という重たい話題ながらも視聴者が心

を閉ざすことなくみることができたのではないか。また、介護の世界の大変さも十分

に伝わった。番組後半のアスパラガスの話題では、スタジオでゲストの宮本さんがア

スパラガスのジュースをおいしそうに飲んでいる場面が印象的だった。ニュースやイ

ベント情報など、さまざまな内容があり番組として一つにまとめることは難しいと思

うが、あっという間の３０分だった。最後の宮本さんのメッセージは、新型コロナウ



4 

イルスの感染拡大下で大変な思いをしている若い世代の視聴者を勇気づけてくれたと

思う。 

 

○ 新年度から新コーナーがスタートし、新鮮さが感じられた。週替わりのゲストで番

組の雰囲気が変わる面もあり楽しみだ。四国は各県の個性が際立っているところが魅

力であり、特に新型コロナウイルス感染拡大下で、自分たちの地域を見直そうという

風潮が高まっているが、地域に密着したこの番組はそのきっかけになると思う。「四国

うまいもん巡り」については、ふだん食卓に並ぶような食材をテーマにしているとこ

ろがよかった。初めて知る情報も多く、このような紹介のしかたはよいと思う。「ギュ

ッと！気にナル」は、フォトライターの野田さんを通じて介護のリアルが描かれてい

て考えさせられる内容だった。内容としては長時間の番組として放送してもよいと思

うが、この番組のように情報番組を見る層に軽やかに伝えられた点は大変よかったと

思う。冒頭の四国のニュースは四国らしい内容でよかった。３０分の時間でバランス

よく構成された番組だったと思う。 

 

○ フォトライターの野田さんに密着した取材は、短時間での紹介だったため、介護の

現場を紹介したいのか、野田さんを紹介したいのか分かりにくかった。もう少し、野

田さんの紹介があってもよかったと思う。ただ、介護に関心がある人の視聴時間とし

てふさわしい時間帯だったのか疑問だ。もっと見てもらえる時間に放送すべきだった

と思う。野田さんの活動に興味がわき、今回の取材のきっかけは何だったのか気にな

った。「四国うまいもん巡り」のアスパラガスの紹介では、表面に水をふりかけたアス

パラガスを映して「みずみずしい」と表現するのはわざとらしく感じた。また、アス

パラガスジュースの作り方について、コメントでは「材料は新鮮なアスパラガス」と

紹介していたが、画面には「アスパラガス」とだけスーパーが出ており、市販のアス

パラガスでも作ることができると視聴者が誤解するのではないかと思った。また、ス

タジオの場面では、アナウンサーは立ち、ゲストは着席と統一されていなかったため、

少し違和感があった。 

 

○ 「ハッとホッとナビ」で週末のお出かけ情報を紹介し、その後に天気予報を続ける

構成は、天気を確認して週末の予定を立てることができ、土曜日の視聴者を想定した

よい流れだったと思う。一方で、番組全体のねらいがわかりにくいように感じた。冒

頭のニュースでは、玉串訴訟の裁判記録について取り上げ、次に徳島市役所の新人職

員の阿波踊り研修が取り上げられた。全体を通してみると、後者の内容のほうが土曜

の朝にふさわしいと思う。その日のニュースから選ばず、その週のニュースから選ん

でもよいと思う。「ギュッと！気にナル」について、介護の現場の紹介で、排せつやお

むつ替えの場面があった。本人や関係者の承諾を得たうえで放送しているのだろうが、
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認知症の高齢者の意思決定をどう扱うべきなのか深く考えさせられた。介護はとても

重要な問題ではあるが、土曜日の朝で放送するには重すぎる内容ではなかったか。こ

の番組はもう少し気軽に楽しめる内容がよいのではと思う。 

 

○ １年前に比べ、小野アナウンサーの進行に落ち着きが感じられ、安心感をもって視

聴することができた。昨年度に比べ、番組構成としては非常にすっきりしてわかりや

すくなったように感じる。「ギュッと！気にナル」の野田さんの内容は興味深いテーマ

であるため、ほかの番組などでもっとしっかり取り上げてほしいと思う。「四国うまい

もん巡り」については、タイトルが非常にストレートでＮＨＫらしさを感じた。内容

も旬のアスパラガスで、非常に朝にふさわしいフレッシュな内容だったと思う。今後

もたくさんの四国のうまいものを紹介してほしい。「ハッとホッとナビ」については、

新型コロナウイルスの影響で外出が困難な中ではあるが、週末のお出かけ情報は少し

心が温まる情報ではないかと思う。新年度にあたり、番組のコーナーが刷新されたの

で、番組の中でどこが変わったのか紹介があってもよかったと思う。 

 

○ この番組を通して、四国を盛り上げていこうという意気込みを十分に感じられる番

組だった。番組内のコーナーの時間配分も適当だったと思う。「ギュッと！気にナル」

の内容は非常によく、野田さんの作品はリアルでそのことばには力を感じることがで

きた。ただ、土曜の朝には重たい内容であったため、「四国らしんばん」などで深掘り

するとより価値が引き立つのではないかと思う。また、このコーナーは、特定の人物

を取り上げるだけではなく、視聴者が行ってみたい、体験してみたいと思うような情

報コーナーにもしてもらいたいと思う。「四国うまいもん巡り」については、春芽のア

スパラガスジュースが一般の家庭で簡単には作れないものなので、視聴者が簡単に口

にできるものを紹介してほしかった。また、キャスターのコメントや所作にはやや冗

長な印象を受けたが、それはそれで土曜日の朝らしくてよかったのではないかと思う。

四国の週末を盛り上げる番組として、週末の予定が決まっていない人が行動を起こす

きっかけとなるような番組を期待する。 

 

（ＮＨＫ側）      

「ギュッと！気にナル」のコーナーでは、介護のリアルな場面を

伝えるため、いろいろと議論を重ねたうえで、排せつやおむつ替え

の場面を使用した。指摘も踏まえ、今後とも検討を続けていきたい。

また、このコーナーが番組全体の中で浮いてしまわないように、内

容や演出について考慮していきたい。アスパラガスのジュースは、

鮮度が重要で、市販されているものでは材料には向かないというこ

とを補足すべきだった。新型コロナウイルスの感染拡大の中、外出



6 

を勧めるようなイベント情報は慎重に紹介しているが、状況が落ち

着いたらより盛り込んでいきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ３月２２日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「庵野秀明スペシャル」を見た。

庵野監督はユニークな人だと知っていたが、会社のスタッフやＮＨＫの取材者が振り

回されている様子が印象的で、楽しく視聴した。ＳＮＳでの反響も大きいと感じた。 

また、４月１７日(土)に放送されたＮＨＫスペシャル「看護師たちの限界線～密着 

新型コロナ集中治療室～」を見た。他の番組では、「医療者に感謝を」などと呼びかけ、

表面的な印象を受ける場面があるが、そのようなものより、今回の番組のほうが医療

現場の実際の大変さを的確に伝えるには効果的だと思う。「自分の理想とする看護がで

きない」「患者さんに触れられない」という、現場の窮状はとても心に響いた。とても

有意義な番組だったと思う。 

 

○ ３月２６日（金）のとさ金「集え！防災志士」を見た。今回のように幅広い世代が

防災意識を高めるための番組づくりに挑戦することは大切だと思う。番組全体はＥテ

レのような雰囲気で、視聴する子どもたちが番組に入り込みやすい作りになっていた。

災害時の状況を想定して、自分だったらどうするかを「ＹＥＳ」「ＮＯ」で答える「防

災サバイバル」の場面では、塾生から両方の意見がでてよかった。正解を誘導するの

ではなく、考えるきっかけを作ることができたと思う。この番組を親子が一緒に見る

機会をぜひつくってほしい。番組をきっかけに家庭内で話し合い、防災に対する関心

を高められれば、番組制作の目的に近づけると思う。新型コロナウイルス感染防止対

策について悩みながら制作していると思うが、子どもたちの間に設置していたパーテ

ーションはどこまで必要性があるのか疑問に感じた。「とさ金」では、これまでも「防

災さんぽ」など楽しみながら防災を考える企画を放送しており、今後もさまざまな切

り口での番組制作を期待している。 

 

○ どのチャンネルでも新型コロナウイルス関連の番組が多く、大切な情報だというこ

とは分かっているものの、気が滅入り、テレビから離れている視聴者もいると思う。

同じ新型コロナウイルス関連の番組だとしても、他の国で感染者や死者が大幅に減っ

てきたなど、前向きな情報があるとほっとし、もう少し頑張ろうと思うことができる

と感じている。 

４月５日(月)の鶴瓶の家族に乾杯「特別編 木村多江と徳島スペシャル」は、糸井

重里さんが上勝町を訪ねた回が紹介されていた。2005 年当時も視聴したが、久しぶり
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に見ても楽しく視聴することができた。ＳＮＳでは、今回の放送を個人的に紹介して

いる人もいて、楽しみにしている人が多くいた。テレビを見て、楽しいと思える時間

を久しぶりに過ごすことができた。引き続き総集編の放送に期待している。 

また、ウェブサイトで聖火リレーのライブストリーミングや、インタビューページ

をよく見ている。これまで地元でもどんな人が走るのかあまりよく分かっていなかっ

たが、ランナーのプロフィールやインタビュー映像もあり、とても貴重な情報源とな

っている。 

 

○ ４月９日(金)のさぬきドキっ！「すごい人たち。３」を見た。2019 年２月に放送さ

れた第１弾に次ぐおもしろさだった。その一番の要因は、水族館が好きすぎる後藤匠

人さんのキャラクターにあると思う。この番組の魅力は、好きなことをして生きるこ

とや、個性的であることに、ある種の生きづらさがつきまとう現代社会に対して、バ

ラエティ番組の立場からちょっとした疑問を投げかけ、単なる「すごい人」の紹介に

終わらないことだと感じている。ぜひ今後もこの姿勢で続けてほしい。また、ＭＣを

務めた四星球の２人は、今回も個性的な登場人物と視聴者とをつなぐ役割を果たして

いた。過去の放送では、はっぴとブリーフ姿で出演というＮＨＫらしくない演出がど

うなっていくのか温かく見守っていたため、今回のジャケットとパンツという衣装に

は一抹のさみしさを覚えたが、個性的な人物の紹介に集中することができ、結果的に

はよかった。ただ、衣装の色が地味で、かつ見慣れた「ゆう６かがわ」のスタジオで

収録していたため、少しおもしろみに欠けた。くどくなりすぎない程度に、何かしら

の工夫をしてほしい。 

 

○ おなじく４月９日(金)のさぬきドキっ！を見た。前回の放送時、進行の四星球が、

ステージ衣装のはっぴとブリーフ姿で不快感を覚えたと意見を述べたが、今回はカジ

ュアルなふだん着姿で、安心して番組をみることができた。また、２人だけの進行だ

ったが、トークが軽妙でよかった。水族館のイルカショーの音響を担当する１２歳の

後藤匠人くんは、５歳からイルカショーに関わり、今では大人の新人を教育する立場

となり、ライブの演出家に「彼がいないと成り立たない」と言わしめる存在だ。新型

コロナウイルスによる休館中に自宅でライブを再現する様子や編曲作業に取り組む姿、

母親や水族館スタッフの証言を織り混ぜることで、彼の水族館への情熱や「すごさ」

が伝わってきた。１５万円の金魚を育てる中島一誠さんの紹介も丁寧な取材と編集に

より「すごさ」を表現できていたと思う。第４弾を期待したくなる内容だった。 

 

（ＮＨＫ側）      

単なる達人の紹介にとどまらず、その背景なども視聴者に届けた

いという思いが伝わりよかった。番組への意見を踏まえ、四星球の
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衣装を変更した。２人の人柄のよさも引き出せたと思う。頂いた意

見は、現場にしっかり伝え、第４弾の制作も目指していきたい。 

 

○ ４月１５日(木)のクローズアップ現代＋「松山英樹・独自映像がとらえた知られざ

る舞台裏」を見た。愛媛県出身の松山選手を昔から応援しており、2017 年の全米プロ

ゴルフ選手権で勝利を逃して号泣する松山選手の姿が忘れられなかっただけに、今回

のマスターズ優勝は言葉には言い表せないほど感動した。その感激が冷めやらぬうち

に番組で取り上げるというスピード感に大いに拍手を送りたい。まさに日本中の人が

クローズアップしてほしい内容であったと思う。限られた時間での制作だったと思う

が、松山選手が優勝した時点で放送する予定はされていたのだろうか。このように時

宜を得た番組を今後とも期待したい。 

また、松山選手の話題は、４月１２日(月)の「ひめポン！」でもすぐに取り上げら

れていて、愛媛県民全体で感動が共有できたような感じを受け、とてもうれしかった。 

 

○ 同じく４月１５日(木)のクローズアップ現代＋を見た。１８歳の若々しい松山選手

をとらえた映像や、「才能は有限 努力は無限」という壁にかけられた色紙の文字を地

で行く松山選手のトレーニングの様子は今では貴重なものだった。１０年間にわたる

取材映像から、偉大な勝利の陰には涙があり、努力があるということが十分に伝わる

内容だった。全米オープン２位の実績を持つ青木功さんのインタビューも秀逸だった。

今後、松山選手本人にこの映像を振り返ってもらいながら話を聞く番組を見てみたい。

全体を通してとてもよい番組だった。 

 

○ 同じく４月１５日のクローズアップ現代＋を見た。日本人初のメジャーを制した松

山選手の密着取材を、すぐに放送しており、とてもうれしかった。大学時代の貴重な

映像も盛り込まれていてよかった。以前のインタビューで、「メジャーで勝ちたい」と

何度も話している姿が印象的だった。日本人がメジャーで勝てないと思われているこ

とに、悔しさがあっての今回の優勝だったと伝わってきた。ゴルフを知らない人でも、

興味深く見ることができる内容だったと思う。また、新型コロナウイルスの感染拡大

の中、大きな影響を受けている東京オリンピック・パラリンピックを前に勇気づけら

れるようなよい番組だった。ほかのアスリートにとっても、よい刺激になったと思う。 

また、４月１１日(日)のＮＨＫ松山放送局開局８０年記念「タイムトリップＱＵＩ

Ｚ バトルＥ８０」(総合 13:05～13:49 愛媛県域)を見たが、番組の直後にあった「悲

しきデブ猫ちゃん」のテレビアニメ化を伝えるＰＲは、松山局の大美局長自身が出演

していてとても印象に残った。 

 

○ ４月１７日(土)の「ギュッと！四国」を見た。番組の全体の構成は、やはりもっと



9 

テーマを絞りこんだ設計にするよう検討してほしいと感じた。「ギュッと！気にナル」

のコーナーで高知県の朝倉夜間中学を取り上げたことはよかったと思う。公設民営で

約３０人の生徒が通っており、生徒の中にはかつて不登校だった小学生もいた。非常

に興味深い内容で、４月３日(土)の同コーナーで取り上げた「介護のリアル」に相当

するような企画だった。非常によいテーマであるだけに、県立の夜間中学校との関係

性や、夜間中学校でありながら小学生も通っていることについてもう少し丁寧な説明

がほしかった。とりわけ、番組内で四国の放送局が制作した番組の告知に相当時間を

費やしていたことが気になった。このような時間があるなら、メインの企画について

もう少ししっかりと説明を加えてほしかった。非常によいテーマだけに残念な気がし

た。 

 

（ＮＨＫ側）      

メインのコーナーと、他の番組告知のバランスについては、いた

だいた意見を参考に今後検討していきたい。 

 

○ ４月１８日(日)に再放送されたダーウィンが来た「東京で復活中！絶滅危惧種コア

ジサシ」を見た。コアジサシはとてもかわいらしく、コアジサシを集めるために模型

を作るプロジェクトや、天敵から守る様子に感動した。その後コアジサシが子育ての

ために羽田沖で魚を取る様子や雛の成長、その後、南半球へ飛び立つ姿には心を打た

れた。多くの人に感動をもたらす内容だと感じた。 

 

○ 新年度からＥテレの朝の編成は変わったが、とても効果的だと感じている。昨年度

までは「にほんごであそぼ」が午前６時３５分から編成されていたが、朝から子供た

ちが視聴するには、少し内容が難しいと思っていた。新年度からは、にぎやかな音楽

の「オトッペ」となり、子供たちも楽しく視聴できると思う。午前７時から３０分間

は１０分区切りで番組が変わるため、時計代わりにも活用している。 

 

○ 新型コロナウイルスの感染拡大が続き、暗い時代ではあるが、スポーツ界では水泳

の池江璃花子選手が東京オリンピック代表に内定したり、松山市出身の松山選手が、

アジア人として初めてマスターズで優勝したりと明るいニュースがあった。スポーツ

は、このような時代でも、あるいはこのような時代だからこそ、感動と勇気を与えて

くれると思っている。大型連休中も、外出や移動の自粛を迫られているが、ぜひスポ

ーツ中継などの番組を増やし、元気を与えてもらいたい。 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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